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三重県立津高等学校 2017．3 



 

 

より親しまれる『生き生き津高』にむけて  
 

三重県立津高等学校長  

中川 弘文  

 

 

 「生き生き津高」は、本校の学校行事や生徒会活動、部活動等、本校生徒の一

年の活動記録をまとめたものです。本資料はこれまで紙の冊子の形態で関係者に

配布され、津高生にとっては自分たちの「いま」を映し出した記録集であるとと

もに、中学生のみなさんには親しみやすい学校案内としての役割を果たしてきま

した。今年度は新たな改訂を行い、さらに多くの人により新しい情報を手軽に伝

えるために、本校公式ホームページを通して閲覧可能な電子ファイルとさせてい

ただきました。  

 

 津高校の歴史は 137 年にも及び、江戸時代の津藩の藩校、有造館にさかのぼ

ります。藩校は幕末・明治時代に将来の文化や学問の振興を担う若者を育む教育

機関として、全国各地で特色ある活動を展開しました。有造館は文化 3 年（1820

年）に創設されましたが、その教育方針の特色は学則の中に、「文に偏らずして

必ず文武を合す。」と記されています。学問のみに偏らず、「文武両道」の精神が

尊重されていました。  

 

 現在の津高校は、『自主・自律』の校訓のもと、高い知性と教養を持ったリー

ダーが育つ学校」を目指し、教育活動を展開しています。生徒は日常の学習や生

活面において、常に当たり前のことを当たり前にこなす「凡事徹底」の実践を心

掛け、高校生活を謳歌しています。これから本資料のページを繰って、生徒たち

の活躍をご覧ください。何事にもメリハリをつけ、頑張りぬく、「文武両道」「自

主・自律」の伝統が着実に受け継がれていることをお確かめいただければ幸いで

す。  
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「生徒会活動の紹介」  
「生徒会会長を経験して」               2 年 安立 拓実 （白子中）  

 津高校は「自主・自律」のもと、生徒が主体となって生徒会活動を行っています。普段

の生徒会室では次の行事について話し合ったり、会議の準備をしています。生徒会会長の

仕事は対面式、体育祭、文化祭などのあいさつで、仕事がとても多くなるということはあ

りません。しかし生徒会会長になると、どうしたら学校をよくできるだろうか、生徒会会

長として何をするべきだろうかと深く考えるようになりました。その中でわかったことが、

津高生の全員が何事にも本気で、自分たちで取り組む姿勢であるということです。それは

部活動や学校行事、勉強面であらわれていると思います。生徒会も生徒のこのような姿勢

に影響を受けてよりよい学校行事を作ろうと頑張っています。  

また、津高校は個性的な生徒が多くいます。お互いが常に本気だと理解しているからこ

そ、お互いの個性を認め合い、刺激を受けて切磋琢磨することができる、それが津高校の

魅力です。このように魅力的な生徒に囲まれ、自分から動くという「主体性」を持つこと

で高校生活を充実させることができると思います。  

 

「文化祭担当の役割について」            1 年 松林 由起 （西橋内中）  

 文化祭は、毎年総合文化センターで行われる非公開の部

と、本校で行われる一般公開の部の 2 つにわかれていて、私

たち文化祭担当はその企画・運営をしています。非公開は、

合唱部、軽音楽部など多くの文化系クラブの発表が中心です。

また伝統行事である先生方による教員劇や、生徒も有志で生

徒会企画に参加できます。生徒会は当日のタイムテーブルを

作り、出演者や音響業者の方と打ち合わせをします。一般公

開は、各クラスの模擬店や文化系クラブの発表があります。     軽音楽部の発表  

生徒会は企画のチェック、模擬店の場所決め、当日のスリッパ配りをします。ほかにも入

口に置くアーチを作っています。今回は 10ｍを超えるアーチを作りました。  

  

「レク大担当の役割について」             1 年 今井 桃歌 （香海中）  

 レクリエーション大会、通称「レク大」は春・夏に 3 日間ずつ行われる、津高で最も盛

り上がるイベントの 1 つです。普段は勉強ばかりの津高生も、レク大中は授業もないため、

このときばかりは全力で遊ぶことができます。種目はバスケやバレー、サッカーなどの運

動系からオセロや大富豪などの頭脳系、七並べなどの運次第

のゲームまで様々で、自分が得意な分野で勝負することがで

きます。また、先生と生徒が共に盛り上がれたり、クラスの

団結力を強めたりができるところも魅力の 1 つです。  

 さて、「レク大担当の役割について」ですが、企画や選手登

録、会場・審判のセッティングなど色々な仕事を担います。

当日は選手として全力で遊びつつも、津高生全員が楽しめる

ようにお手伝いをする、とてもやりがいを感じる役割です。    バスケットボール  

 

「体育祭担当の役割について」             1 年 永合 美織 （西郊中）  

 体育祭は 1 年間の行事の中で唯一 3 学年で協力する競技で

す。競技は障害物競走・騎馬戦・クラス対抗リレー・ 120 人

競技などです。120 人競技はそれぞれの団が、組み体操やダ

ンスを考えて作り上げました。皆で協力し合い、一生懸命練

習したパフォーマンスはどの団もとても完成度が高く、見て

いてとても楽しかったです。  

 今年の体育祭も素晴らしいものにできるように体育祭委員

と協力して頑張ります。                      騎馬戦  
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体育祭 10 月 5 日(水) 

文化祭 

9 月 9 日(金) 

11 日（日） 
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「修学旅行を終えて」  

                  修学旅行委員   2年 中尾 仁美（橋南中） 

私は、自分たちの修学旅行をより楽しくしたい、いい

思い出をたくさん作りたい、という思いから修学旅行委

員になりました。私たちは各クラスに 2人ずつ、9クラス

の18人で活動しました。はじめ、委員のする仕事が思っ

ていたよりもたくさんあり、きちんと出来るのか不安に

思いましたが、それ以上に高校の修学旅行で、ここまで

生徒たちのやりたいことが出来ると思っていなかった

ので驚き、楽しみな気持ちがどんどん膨らんでいきました。準備の期間も委員全員が協力し、

各自が自分のするべきことを出来たように思います。各クラスでの見学地を決める時、皆の

意見を聞きつつ時間なども考慮し、全て委員で考えて決めなければなりませんでした。行っ

たことのない場所で分からないことだらけでしたがその分期待は

大きく、その時から盛り上がり、楽しかったです。上手くいかな

いこともたくさんありましたが、クラスの皆や先生方、旅行会社

の方にたくさん助けていただき、無事修学旅行を終えることがで

きました。修学旅行当日は予想以上に楽しくて、本当に終わって

ほしくないという気持ちでいっぱいでした。  

私は委員長になったことによって、より緊張感を持って委員の仕事に取り組めたと思いま

す。また、大勢の前で喋る機会があったりしてすごく良い経験となりました。たくさんの新

しい経験をしたことで、もっと修学旅行が良い思い出となりました。360人に向けて、クラス

に向けて、何かをしようと考えるのは初めてのことでしたが自分たちの考えたことが形にな

るのはすごく嬉しかったです。修学旅行が始まる前から終わるまで大変なこともありました

が、皆に「楽しかった！ありがとう！」とたくさん声をかけてもらい、やって良かったと達

成感を得ることが出来ました。そして、クラスメイトの温かさをいつも以上に感じました。

津高校ならではの自由さで、本当に良い思い出に残る修学旅行となりました。一度きりの高

校生での修学旅行を最高のものにするために皆で頑張って良かった

と思います。修学旅行が終わり、自分たちの仕事を反省したとき、

改善点や良かった点がいくつかあったので、これらを次の学年に生

かしてもらい、より良い修学旅行になればいいな、と思います。  
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東京大学キャンパスツアー参加報告  

7 月 19 日（火）から 20 日（水）にかけて、東京大学キャンパスツアーが開かれ、

希望生徒 36 人が参加しました。東京大学本郷キャンパス到着後、工学コースと

農学コースに分かれて研修を受け、夜は本校 OB の東大生と座談会を行いまし

た。参加者何人かの感想を下記に載せます。  

 

１年 石渡 友紀乃 （桔梗が丘中） 農学コース参加 

農学部の久保田先生に農学部資料館や研究室などを案内していただきました。また、生

物に関する講義を受け、パンフレット、スライドを見て、クワガタや昆虫の新種・亜種に

ついてのお話を聞かせていただきました。今日の活動の中で特に印象に残ったのは、久保

田先生のお話です。「就職に学部はあまり関係なくなってきている。」「ただ一見、大学

での学部と関係が薄そうな職についても、学んだことを仕事で生かしている人もいる。」

との言葉に将来の可能性を感じました。また研究室の中では、高価な機械を見ることがで

きたのが興味深かったです。  

座談会では、先輩方のお話がとても面白く、普段の授業・課題のモチベーションとなり

ました。特に苦手意識の強い数学に関することや私が今考えている文理選択のことなどに

ついて、お話を聞けたのがとても参考になりました。  

 

１年 徳田 創紀 （南が丘中） 農学コース参加 

 実際に東大に行ってみると、今までに写真などで見るのと違い、とても歴史ある建物が

多くあり、長い歴史の上に今の東大がわかるのだと思った。また農学部の講義では今まで

は農学部とは生物などの一部の分野だけを学べるのだと思っていたが、講義を聴き、東京

大学の場合は文系からでも農学部にすすむことができ、また、農学も、経済的な分野から

環境的な分野にいたるまで、幅広い分野があり、自分はまだ知識がうすいことがよく分か

り、これからも多くのことを能動的に調べていこうと思った。また、夕食後の座談会では

東大生の方から、「文理選択のコツ」、「時間の使い方」、「なぜ東大がよいのか？」な

どの質問に答えてもらえて、より東大の魅力を感じることができた。このキャンパスツア

ーで学んだことを生かして、これからの高校生活をより充実したものにしていきたい。  
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１年 坂野 智紀 （橋南中） 工学コース参加 

 講義では電子顕微鏡の歴史や日本での動きなどを知った。特に今日の講義をうけた教授

の研究内容の酸化鉄を物質に含ませて、その物質を固くするというのにはとても興味を引

かれた。また、その後の電子顕微鏡の見学では、その有用さその質の高さ、その精密さを

目の前で実感して、非常に感心した。もっと顕微鏡の詳しい仕組みを知ってみたいとも思

った。キャンパス内の見学では、東京都内のビルの一角にあるようにスタバなどのチェー

ン店があることに驚いた。またローソンが東大内の歴史ある雰囲気にのみこまれてあった

ことにも驚いた。  

 座談会では津高という宿題やテストが厳しい世界に生き抜き、見事に東大に合格した先

輩方の経験に基づくアドバイスを聞け、自分がこの先何をしていけばよいか、具体的に知

ることができた。学習習慣や学習時間、学習内容などの参考となり、もっと自分を高めて

いけるだろうと思った。  

 

1 年             工学コース参加 

工学部で原子と電子顕微鏡についての講義を聴いて、原子の構造と表面の形に興味が湧

きました。そして電子顕微鏡には大きく 2 種類あるということに驚きました。走査型電子

顕微鏡は物質の表面の形が細かいところまでよく見えて、とても面白かったです。また、

ただ観察するだけでなく、表面のどこに何の物質が含まれているかも調べることができて

楽しそうだと思いました。透過型電子顕微鏡は物質を薄くして電子を透過させて物質の内

部構造を観察することができて電子の構造まで見られるのは凄いし、やってみたいと思い

ました。先輩方との座談会では、東大に入ってよかったこととして、たくさんのすばらし

い人に出会え、刺激をもらい、自分を高めることができるとおっしゃっていて、私が津高

に対して感じていたことと同じだなあと思いました。グループ別での交流で数学のことに

ついて、区切りがつく範囲まで習ったら復習する、テスト前にテスト勉強にすぐ取りかか

れるように、問題集の答えは全て埋めておくことなど、たくさんのアドバイスを頂いたの

で、これからの学習に生かして先輩方みたいになりたいと思いました。  
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「マレーシア研修報告」 
 

8 月 1 日 （ 月 ） か ら 5 日 （ 金 ） に か け て 行 わ れ た マ レ ー シ ア 研 修 参 加 者 の 報

告 で す 。 1 年 生 19 名 、 2 年 生 9 名 が 参 加 し ま し た 。  
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ＳＳＨ  

（スーパー・サイエンス・ハイスクール）  

 

津 高 校 の Ｓ Ｓ Ｈ は 文 部 科 学 省 指 定 通 算 1 0 年 目 を 迎 え て い ま す 。 今 年 度 の Ｓ

Ｓ Ｈ 事 業 を 紹 介 し ま す 。  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 2 年講演会  乗本裕明先生  6 月 1 年講演会  大野照文先生  

7 月 1 年 農業研究所研修  8 月 1 年 総合博物館昆虫研修  

8 月 2 年 京都大学理学部研修  8 月 2 年 大阪大学ナノ研修  
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「研究を伝えるということ」 

2 年  落合 均美 (三重大学附属中)  

今回の「ＳＳ研究活動」医学部研修を通して、研究の楽しさと難しさを学んだ。計 10

回の三重大学での研修は、石井健一朗先生から基礎的な医療についての知識を学んだの

ち、自分たちで「癌」に関する研究課題を見つけ出し、実験・研修を進めていった。現

在の癌の課題を発見し、それを紐解く手がかりを探していく活動は私たちにとって難し

いことだったが興味深かった。普段の学習のように、教科書に書いてあることを理解す

るのではなく、不思議を探究していく研究がとても魅力的に感じた。また、今回の研究

は 4 人で行ったため、チームワークも大切に感じた。4 人での研究は、チーム内で意見

が分かれたり衝突したりすることもあったが、4 人で行うことの意義も感じた。多くの

意見や見解があることにより、より理解が深まったからだ。また、「研究とは実験をして

結果がでることに意味があるのではなく、それを誰かに伝えることに意味がある。」とい

う石井先生の言葉が印象的であったが、2 回の発表を終えた今、その言葉の意味が分か

ってきたように思う。放課後を利用してのパワーポイント作りはなかなか伝えたい事が、

数十枚のスライドにまとまらず、苦戦した。「自分たちが学んだことをいかに分かりやす

く相手に伝えるか」が課題だった。考えに考えた分、発表を終えた時の達成感は大きか

った。私は今、医科栄養学科をめざしている。大学に入ったら、癌を食で治す研究をし

たいと思っている。SSH 活動を通して学んだことを活かし、これからも研究を続けてい

きたい。今回このような研究活動を行える機会を与えられたことに心から感謝している。 

7 月 東海フェスタ  8 月 全国ＳＳＨ生徒成果発表会  

1 月 1 年 ポスター・セッション  2 月 生徒成果発表会  
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今年度  1 年ポスターセッションからの 1 作品
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「2 学年人権委員会活動報告」 

2 年      岸上直生(桔梗が丘中)、村越翔(名張南中) 

田中皐(朝陽中)、山本晋太郎(名張中)  

 

私 た ち 人 権 委 員 は ア イ ヌ 民 族 や 在 日 外 国 人 の 人 権 に つ い て 、早 く か ら 松 浦 武

四 郎 記 念 館 を 訪 れ た り 、毎 週 昼 休 み に ラ ン チ ミ ー テ ィ ン グ を す る な ど し て 知 識

を 深 め ま し た 。 身 に つ け た 知 識 を 生 か し 、 6 月 の 初 め に 人 権 委 員 が 中 心 と な っ

て 集 会 の 時 間 に「 ア イ ヌ 民 族 」に つ い て 学 ぶ 機 会 を 作 り ま し た 。そ こ で は 、松

浦 武 四 郎 記 念 館 か ら 学 芸 員 の 山 本 命 さ ん を 学 校 に 招 き 、 人 権 委 員 の 発 表 の 後 、

足 り な い 部 分 を 講 演 を し て い た だ き ま し た 。  

 ま た 、「 外 国 人 の 人 権 」と「 死 刑 制 度 」に つ い て も 学 び ま し た 。「 死 刑 制 度 」

に つ い て は 、私 た ち 人 権 委 員 が 各 ク ラ ス で 独 自 に 授 業 を 行 う と い う 形 で み ん な

に 学 ん で も ら お う と 考 え ま し た 。み ん な に 教 え る こ と が で き る よ う に な る た め

に 私 た ち で 早 朝 勉 強 会 を 開 き 、死 刑 制 度 に つ い て 考 え 、そ れ ぞ れ が 意 見 を 持 て

る ぐ ら い 勉 強 し ま し た 。そ し て 、授 業 の や り 方 を 考 え る 中 で 、ど う し た ら ク ラ

ス の 皆 に 分 か っ て も ら い や す い か 、皆 に 興 味 を 持 っ て も ら え る か 、み ん な の 立

場 に な っ て 考 え 工 夫 し ま し た 。最 初 に 質 問 を 投 げ か け た り 、わ か り や す い 具 体

例 を 考 え た り 、話 し 合 い や デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 班 の 構 成 を 考 え た り し て 、話 し

や す い 雰 囲 気 を つ く れ る よ う 考 え ま し た 。  

そ し て 行 っ た 人 権 LH R で は 、デ ィ ベ ー ト や 班 に 分 か れ て の 学 習 な ど 、様 々 な

手 段 を 用 い て ク ラ ス の み ん な で 考 え る 機 会 を 作 り ま し た 。当 日 は 人 権 委 員 が 考

え て い た 以 上 に み ん な が 活 発 に 参 加 し て く れ 、授 業 後 の ア ン ケ ー ト で も 全 体 的

に 人 権 LH R に 満 足 し て く れ た 人 が 多 く 、み ん な が し っ か り と 考 え て く れ た の だ

と 実 感 し ま し た 。  

 活 動 の 時 期 が 定 期 考 査 と 重 な っ た り 、放 課 後 の 作 業 に 及 ん だ り と 苦 労 す る こ

と も 多 く 、決 し て 楽 と は 言 え ま せ ん で し た が 、活 動 を 終 え た 後 の 達 成 感 は す ば

ら し い も の で し た 。授 業 を 考 え る 中 で 自 分 た ち が 中 心 に な っ て 考 え た 経 験 は 今

後 に も つ な が る と 思 い ま す 。約 一 年 間 の 活 動 を 通 し 大 変 な こ と も 多 か っ た で す

が 、 最 後 に は や っ て よ か っ た と 思 え る こ と が で き て よ か っ た で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アイヌ」人権集会  

人権 LHR 「死刑制度について」  

  での ディベート や  討論  
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津高キャリアプロジェクト 2016『西村ゼミ』  

 
 10 月 25 日 (火 )より 4 回、三重大学副学長の西村訓弘先生ご指導の下、ゼミを開講しま

した。17 名の生徒が 4 班に分かれ、三重県を活性化するために企業するという設定で、ア

イデアや情報・知識など若い力を結集し、企画を練り、プレゼンを行いました。毎回、西

村先生からご指導、ご助言をいただき、回を重ねるごとに生徒たちの成長している様子が

うかがわれました。  

 こうして出来上がった企業提案書は平成 29 年 2 月 24 日に三重県知事にご覧いただく機

会を得ました。この経験を通して、生徒たちは、論理的思考力とコミュニケーション能力

を向上させ、人前で堂々と発表することにより、それぞれが自信を高めたようです。また、

この経験を生かして、将来、生徒たちが、知的好奇心を発揮しさまざまな分野で活躍して

くれることを願っています。  

 

 「津高キャリアプロジェクト」提案書（タイトル）  

   1 班「漁業だって儲かるんですよ！」  

   2 班「雨～じんぐ・OWASE」  

   3 班「Hello,MieiD」  

   4 班「ネットワーク市場 始動！」  
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2．部活動紹介編  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全国大会・東海大会等へ参加した部活動を先に紹介しています。 
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ボート部  since1887  
      

練習時間 

月～金 1６:20～18:30 

土     8:30～15:30 

日    休み 試合前は自主練習 

活動内容 ２８年度例 

4月 体験入部・試漕会 

5月 琵琶湖遠征 

   県総体兼インターハイ予選 

6月 東海総体  

7月 国体東海予選 

8月  インターハイ(５泊６日島根県) 

   夏季合宿(2泊 3日大台町) 

9月 県新人大会(大台町) 

10月 東海選抜大会 (愛知県) 

1月 ウィンターカップ（大阪府） 

      全国マシンローイング近畿大会

（滋賀県） 

3月  全国高校選抜大会（静岡県） 

   Ｕ19日本代表選考会（埼玉県） 

    春季合宿 (２泊３日 愛知県) 

H28年度 主な戦績 

・三重県高校総体  

男子 総合 ９年連続優勝  

女子 総合 2年連続優勝 

 

・三重県高校新人大会 

男子 3種目 優勝 

女子 2種目 優勝 

 

・全国総体 

男子ダブルスカル，女子ダブルスカ

ル，女子シングルスカル 

準々決勝進出 

 

・中部高校選抜大会 

男子ダブルスカル 東海 2位 

→全国選抜大会への切符獲得 

女子シングルスカル 第 5位 

・全国マシンローイング大会 

   女子ランキング 7位 

→2017 Ｕ19日本代表候補選手 

             

 

 

 

 

「インターハイに出場して」   

2 年 福田 脩登（南郊中） 

 僕たちボート部は、島根県さくらおろち湖で開催されたインターハイに

出場しました。 

 僕は去年のインターハイに補欠として行きましたが、やはり選手として

出るのとでは緊張感も段違いでした。 

僕は男子舵手付きクォドルプルに出たのですが、他の県のクルーに全然

付いていけず、予選敗退という結果に終わり、とても悔しかったです。

でもその試合の時に見た先輩方の最後まで全力で戦い抜く姿はとても

強く、美しかったです。次のインターハイではそんな先輩方の姿を僕た

ちが受け継ぎ、後輩たちに伝えていきたいです。今、部員一丸となって、

Ｈ29 年の宮城インターハイをめざしトレーニングを積んでいます。そし

て全クルーが決勝進出を成し遂るという目標を持って頑張っています。

一緒に楽しく！一生懸命！放課後、部活に励みましょう！ 

 

＊なお詳しい活動内容は三重県ボート協会ホームページをご覧下さい。 

http://miera.jp/ 
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書道部 
◇新入生歓迎パフォーマンス (4 月)     ◇実技講習会 

（6 月 11 日（土）三重県教育文化会館）  

 

◇第 40 回全国高等学校総合文化祭広島大会（ 7 月 30 日～7 月 31 日） 

広島県立広島産業会館・広島市南区民文化センター  

出品作品①              出品作品②  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 年  

        奥田真衣  （臨）中務集  

 

 

3 年  

稲野純弥 篆書千字文出品  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

◇文化祭 書道パフォーマンス  
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◇第 37 回みえ高文祭書道部門 (10 月 21 日～23 日)  三重県文化会館第 1 ギャラリー 

    特選   2 年 坂崎亜実 （臨）楊峴  

  

  第 41 回全国高等学校総合文化祭宮城大会  

（平成 29 年 8 月仙台市）への出品権を獲得 

 

 

 

 

 

◇第 14 回岐阜女子大学全国書道展 

三重県教育委員会教育長賞    1 年 山脇麟神  

 

◇第 21 回三重県高等学校文化連盟書道部門夏季錬成合宿（8 月 14 日～ 16 日 in 鈴鹿青少

年センター ） 

                   

◇第 25 回国際高校生選抜書展 

 団体の部   東海地区  優秀校  

個人の部   優秀賞  中森明日香（2 年） 

秀作賞  坂崎亜実（2 年） 

入  選  飛岡  佳歩（2 年） 山脇麟神（1 年） 

           樋口  美奈（2 年） 夏目小麦（1 年） 

           板谷のぞみ（2 年） 田中相真（1 年）                        

                          

 

◇第 21 回全日本高等学校書道コンクール（ 1 月 8 日） 

    全日本高等学校書道教育研究会賞  2 年 中森明日香     

 

 

◇ 第 59 回名張市民美術展覧会  岡田文化財団賞    

2 年 中森明日香   （臨） 九成宮醴泉銘  
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◇ダンス部とのパフォーマンス in 美杉（美杉リゾートホテルアネックス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇第 44 回書道部門生徒教員展（2 月 5 日～7 日）三重県立美術館 県民ギャラリー） 

出品者        特選  山脇麟神（ 1 年） 臨 粘葉本和漢朗詠集  

               夏目小麦（ 1 年） 臨 楽毅論 

           田中相真（ 1 年） 臨 行書千字文  

       特選  上田美沙紀（1 年） 臨  王鐸 

           松井志乃（ 1 年） 山頭火の句  

 

＊ 山脇麟神・上田美沙紀は第 37 回近畿高等学校総合文化祭大阪大会  

（平成 29 年 11 月）への出品権を獲得 

 

 

第 40 回全国高等学校総合文化祭広島大会に参加して   ～支えられる側から支える側へ～  

                      3 年   奥田 真衣（南が丘中）  

 

私は、この全国総合文化祭に参加することが一番大きな目標でした。そんな私に、｢おめ

でとう！｣と、先生から全国大会出場の報告を頂いた時、本当に嬉しくて、これは夢なんじ

ゃないかと何度も思いました。でも、やるからには三年間の集大成として、悔いのないよ

うに全ての力を出し切ろうと決意し、一心不乱に作品作りに取り組み、全国大会に挑みま

した。 大会当日は、どんな素晴らしい作品が展示されているのだろうという期待と緊張が

入り交じった気持ちでいっぱいでした。そんな中で、いざ展示会場に入ってみると、私と

同じ古典を臨書している人の多さにとても驚きました。また、同じ古典の臨書であっても、

その人それぞれの特徴や作品に込めた想いまでもが伝わってきて、作品の気迫に圧倒され

ました。『人のふり見て我がふり直せ』という諺があるように、勉強させられることが沢山

あり、改めて書道の奥深さを感じることができたと思います。 その後行われた交流会では、

初めて出会う人と一緒に作品作りする難しさを痛感しました。けれども、こんな機会は滅

多にないから全力で楽しもうと思い、積極的に班の子達に話しかけました。私は、普段一

人で黙々と作品作りに打ち込んでいるので、初めての合作はとても新鮮でした。コミュニ

ケーション能力の向上にも繋がったと思うし、何にも変え難い大切な思い出を作ることが

出来て良かったです。 そして私はこの大会を通して、多くの人に支えられていることを実

感しました。私がこの大会に参加出来たのは、本当に熱心な先生のご指導のおかげです。

他にも、この大会の為に関わって下さった全ての人に感謝したいです。将来は、支える側

の立場で能動的に書道の素晴らしさを伝えることが出来たらなと思います。  
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第 37 回みえ高文祭「特選」を受賞して       2 年  坂崎 亜実  （千代崎中） 

 

 高校 1 年生の秋、私はみえ高文祭に出品された先輩方の作品を見て、とても感動しまし

た。その時から、みえ高文祭に作品を出すことが、私の目標になっていました。  

それから毎日、私は書道教室に通って、「曹全碑」という古典の臨書に取り組みました。

「曹全碑」は、隷書の中で代表的な古典です。しかし、いくら書いてもあまり上達しませ

んでした。どれだけ書いても無駄なのではないか、もうやめてしまおうかと思ったことも

ありました。そんな時、先生が私に、楊峴の「古四種巻」を紹介してくれました。  

 楊峴の字は、隷書の中でも独特な線質が特徴です。最初はその線質を表現するのが大変

でしたが、書いていくにつれて、しだいに楊峴の字の魅力にひかれ、今までよりも夢中に

なって取り組みました。  

 2 年生になり、みえ高文祭が近づいてきて、出品作品の制作期間は 2 週間という短い間

でしたが、1 字 1 字丁寧に、気持ちを込めて書くようにしました。 2 週間で大きな作品を

仕上げるのは大変でしたが、作品が完成したときは、とても達成感があり、みえ高文祭に

出品することができて本当に良かったと思いました。  

 作品が完成してから 1 週間後、特選を受賞したという知らせを聞き、私は信じられない

気持ちになりました。それと同時に、自分の今までの努力が報われたような気がして、と

ても嬉しかったです。  

 特選をいただくことができたのは、熱心に指導してくださった先生や励ましてくれた

書道部のみんな、支えてくれた家族のおかげです。そして、私は書道部での取り組みを通

して、努力することの大切さを学ぶことができました。この経験を活かして、これからも

頑張っていきたいと思います。  

 

 

 

第 25 回国際高校生選抜書展（書の甲子園）で受賞して  2 年 中森明日香（桔梗が丘中） 

 

ずっと憧れていた津高校書道部に入部し早二年、今振り返ると、あっという間でとても

充実した密度の濃い時間でした。  
様々なコンクールへの出品の他、公の舞台や外部からの書道パフォーマンスの依頼、春

の選抜高校野球で使用するプラカードの揮毫、と沢山のチャンスを頂き、その経験の積み

重ねが、自信に繋がっていきました。  
一方で、弓道部との兼部で、好きなことをどちらも精一杯頑張りたいという気持ちと、

周りへの迷惑に対する忸怩たる思いの挟間で何度も悩むことがありましたが、それを理解

し支えてくれる仲間に助けてもらったおかげで、真剣にコツコツと頑張ってこられたと思

います。  
これまでの集大成であった、国際高校生選抜書展（書の甲子園）で優秀賞を受賞できた

のは、切磋琢磨し合える仲間、頼れる友達、支えてくれる家族、そして、様々な機会を与

え指導して下さった先生の存在があったからだと思っています。  
好きなことをやってこれた喜びを噛みしめ、これからもいろんなことに前向きに挑戦し

ていきたいです。  
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新聞・写真部 
◇第 40 回全国高校総合文化祭広島大会･･･参加  

◇第 36 回近畿高等学校総合文化祭兵庫大会 ･･･参加 

◇第 35 回高校新聞コンクール（三重県） ･･･最優秀賞受賞 2016 年 10 月 23 日  

◇三重県高文連新聞部門  紙面技術講習会 ･･･参加〔於：津高（6 月）、名張高（2 月）〕  

◇三重県高文連新聞部門  夏期講習会･･･参加〔於：伊勢（8 月）〕  
 

全国高文祭参加報告  

2 年 市瀬佑希（豊里中） 

今回、第 40 回全国高等学校総合文化祭新聞部門に参加させていただいた。私は初対面の

方と会話をしたり、意見を言ったりすることが苦手だ。そのため今回の大会出場も最初は

不安だった。しかしこの大会で他校の方々の紙面の構成や取材方法を学び、今後の津高新

聞づくりに活かそうと思い意気込んでいた。 

私の班員は積極的かつ手際の良い方が多く、取材内容やレイアウト、記事の作成をテキ

パキ行い、取材先ではためらいなく質問をしていて、ついて行くだけで精いっぱいだった

気がする。 

そこで学んだことは、コミュニケーションの大切さだ。それはただ班員と楽しくおしゃ

べりをすることではなく、これは私の班の編集長も言っていたのだが「ホウ（報告）・レ

ン（連絡）・ソウ（相談）」という意味でのコミュニケーションの大切さだ。新聞を作る

のはもちろん一人ではなく、班員全員だ。記事の内容などを全員が把握していなければ統

一性が無くなってしまう。最初私の班はそのような「連絡」を怠ってしまったため、私の

記事と班の他の人の記事の内容がかぶってしまった。私はすぐに報告しようと思ったのだ

が、「報告が遅い」と言われないかとか「仕事がたくさん残っているなか邪魔かな」とか

無駄に考えてしまった。しかし、これではいけないと思い、意見を言うことができた。班

の方も快く動いてくれ、問題点を改善できた。私も意見を言うことができて成長できたと

思う。 

また、班員に筆談で会話をする人がいた。私はコミュニケーションの取り方が分からず、

どことなく躊躇してしまった。班の人も初めてなのか会話はできていなかった。しかし、

編集長だけは積極的に筆談で会話をし、その人の意見も取り入れていた。私は自分の情け

なさに愕然とした。 

今回の大会でコミュニケーションを上手くとれたかどうかと問われたら、はいとは言い

難いが、学んだことを忘れず、いつか似たような場面に遭遇した時に思い出し、恥ずかし

くない態度をとりたい。いろいろ勉強になった大会だった。 

 

全国高文祭参加報告 

2 年 矢原圭祐（三重大学付属中）  

  私は今回、全国高等学校総合文化祭広島大会に出場して、いろいろな経験をすること

ができた。最初は、広島という今まで行ったことのないところで、全国から来た会ったこ

とのない生徒と交流新聞を製作することにとても緊張と不安があった。  

しかし最初の交流会で班を作ったときに、自分が思っていたよりも班の人が積極的に取

り組んでいたため、自分も三重県代表として負けていられないと思って、緊張や不安は消

え去り、積極的に活動することができた。 

交流新聞製作のときには、私は「広島県の観光戦略を探ろう」というコースに参加した

のだが、普段の学校での新聞作成と同じように取材し記事を書くだけでなく、さらに三重

県で行う新聞の取材では出ないような質問など、様々なことを他県の生徒から得ることが

できた。いろいろな視点から質問をして話を引き出して取材することが大変勉強になった。 

またこの体験によって、同じ班の新聞部メンバーの出身地について会話ができ、独自の

風習も聞けて、都道府県の違いにおもしろさを感じた。 

今回学んだたくさんのことを、津高校新聞・写真部、および三重県の各学校の新聞部員
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に伝え、三重県の高校の水準がより一層高まることを目標に、これからも作成していきた

いと思う。最後に、私はこのような貴重な大会に参加できたことを誇りに思う。 

 
 

近畿高文祭参加報告 

2 年 浅越雄介  部長 （三雲中）  

私は 11 月 19～20 日、近畿高校文化祭新聞部門に参加した。この大会を通して私は大き

く 2 つのことを学んだ。  

まず 1 つ目は、協力しあうことの大切さだ。この大会では、近畿圏の高校の新聞部員が

交流し数十班に分かれて、手書きで新聞を作る。その際に最も大切に感じたことが班員の

協力だった。自己紹介してから間もなく紙面作成に入り、すぐに取材へ行く。取材時間が

限られており、ここでいかに協力し合えるかが紙面作成において重要だったと思う。  

私の班は王子動物園に取材に行った。天候には恵まれず、取材先が動物園内と限られて

いる中での行動だったが、班の中で二手に分かれて取材を行った。互いが初対面で少し緊

張もしていたが、協力しながら臨機応変に取材を終えた。翌日の紙面作りは時間が少なく

大変だったが、皆の協力で素晴らしい新聞を作ることができた。互いのことを考えたこの

協力がなかったら、このようなものは完成できなかったと思う。  

2 つ目は、リーダーシップの必要性だ。私の班は 2 年生が多く、皆が遠慮しあっていた

ので、だれが編集長かということを決めずに取材へ向かった。このこともあって、班を仕

切る人がいないまま紙面作成に入りそうな雰囲気になっていた。私はこのままではまずい

と感じ、思い切ってリーダーシップをとってみることにした。紙面の方向性や、記事の本

数、レイアウトなどを私が中心になって決めていった。我ながら比較的スムーズに決まっ

ていったと思う。そして無事、私がリーダーシップをとったまま、紙面が完成した。自分

が中心になって作っただけにすごく嬉しかった。しかし思い返してみると、班員の協力に

支えられていたのだと気付く。先に述べたように、私も協力することが重要だと思い、活

動していた。だが一番その協力に助けられていたのは私だったのだ。そのおかげで私はリ

ーダーシップを取り続けることができ、紙面も完成したのだった。  

今回学んだことはこれだけではないが、それらのことをこれからの部活動に役立てたい。 

 

みえ高文祭参加報告 

1 年 矢原渚彩（霊峰中） 

私にとってこの高文祭はあっという間に過ぎ去っていったように感じる。オープニング

では新聞部代表としてプラカードを持って入場したが、あまり出来ない体験であり、 2 回

のリハーサルを経た後の本番は想像していた以上に観客の方々が来場しており、驚いた。

もともと人前に出ることがあまり得意ではない私は、あまりの人の多さに常に斜め上を見

上げていた。改めて、この高文祭に関わっている人のつながりの強さを感じた。  

また自らが取材のアポイントメントをとり取材をして記事を書く、というすべての一連

の流れを初めて自分一人で行った。元来のあがり症もあってか、取材は事前に用意してあ

ったメモの質問しかできなかったことが、痛恨の極みである。   

しかし校外で今まで接点のなかった部活動の話を聞けたことは、とてもすばらしい経験

になったと思う。私が新聞部に入ったきっかけは、人と接するのが苦手な自分を変えたい

と思ったからで、今回の高文祭はそんな私にとってたくさんの人と話すことができるとて

もよい機会だった。今までの自分であればとうていできなかったであろうことだが、他校

の新聞部員に友人もできた。  

私は今まで「みえ高文祭」というものを知らず、文化部にもこのような大きな行事を通

して様々な場所で多方面の交流を持つことができる場所があるのだと実感できて、嬉しか

った。このような機会は滅多にないため、次回もまた参加したいと思う。そして、これか

らも高校新聞の活動に少しでも貢献していきたい。  
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▲近畿総文祭に参加した津高校新聞部  
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音楽部 

 

◇平成 28 年度第 83 回 NHK 全国学校音楽コンクール三重県コンクール（8 月 6 日） 

 ○  銀賞      

 

◇平成 28 年度第 56 回三重県合唱コンクール（8 月 11 日） 

 ○  金賞 県代表      

 

◇平成 28 年度第 69 回中部合唱コンクール（9 月 24 日）                       

○  金賞                 

 

◇平成 28 年度第 28 回三重県合唱アンサンブルコンテスト（1 月 28 日） 

○  A チーム  金賞   最優秀賞     

 ○  B チーム   金賞   優秀賞 

 

◇第 10 回声楽アンサンブルコンテスト全国大会（3 月 18 日）  

○銀賞 

 

◇第 40 回津高音楽部コーラスコンサート（3 月 28 日） 

 

◇第 37 回みえ高文祭（10 月 23 日）出場 

 

◇第 36 回近畿高等学校総合文化祭  兵庫大会（11 月 19 日）出場 

 

 

                                  

「近畿高等学校総合文化祭兵庫大会に出場して」      

2 年 芝  里万杜(朝陽中 )      

 

私たち三重県中勢ブロック合同合唱団（津高、津西高、津東高、神戸高、白子高、高田

高、ｾﾝﾄﾖｾﾞﾌ女子学園、桜丘高、青山高）は 8 月頃から練習を始めました。聞いていただ

く方に楽しんでいただけるようにと、ポップで明るい曲が中心の選曲となっていましたが、

最初は音程を合わせるだけでも難しく、また楽譜上の「消えていくように」や「急に小さ

く」といった様々な指示の表現がうまくいかずに、なかなか形になりませんでした。その

上、他校との合同練習の機会があまりないため、思うように声がそろわず、悶々とする日

が続きました。  

 しかし、粘り強く練習を続けていく内に、次第に音程やみんなの声がそろい、澄んだハ

ーモニーが響くということも増えてきました。ピッタリとハーモニーが決まり、曲の持つ

表現の豊かさを感じ取れたときは感慨深いものがありました。この体験から私は、異質な

声を持つ人たちが集中してお互いの声を聞きあい、声を合わせていこうと努力することで

一つの音楽になっていくという、合唱の素晴らしさを肌で実感することができました。  
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 本番当日は、バスに乗り込んだときから少し緊張していました。あっという間に時間が

過ぎて伊丹に到着し、リハーサルをするときには、「今までやってきたことをちゃんと本番

でできるだろうか」と不安になってきました。  

 それでも本番になってステージに上がると、76 人全員が集中している空気が感じられ、

きっと大丈夫だ、と思い切って歌うことができました。結果としては非常にのびやかに歌

うことができ、今までの練習の成果を発揮できたように思います。  

 また、中村健先生による「笑いのコーラス」のレクチャーや、他校のいろいろな演奏な

どを通じて、幅広い合唱の表現や知識、ジャンルを新しく知り、合唱の奥深さを感じるこ

とができました。  

 これらの経験を生かし、より感動的な、聞く人の心に届くような演奏を目指してこれか

らも日々練習していきたいと思います。  
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陸上競技部 
                        

【三重県大会】 
◇国民体育大会第一次選考競技会（4 月 16 日～17 日） 

女子 400ｍ    4 位 3 年 市川 緋那（三重大学附属中）  

女子 1500ｍ   6 位  3 年 九谷 葉月（名張北中）  

 

◇三重県高等学校陸上競技春季大会（5 月 7 日～8 日）  

女子 400ｍ    3 位 3 年 市川 緋那（三重大学附属中）   

女子 1500ｍ    4 位  3 年 九谷 葉月（名張北中）  

女子 3000ｍ   5 位  3 年 九谷 葉月（名張北中）  

女子 4×100ｍＲ  5 位  

2 年 宮村桃子（多気中）、2 年 北村帆乃香（三重大学附属中） 

3 年 市川 緋那（三重大学附属中）、3 年 太田  千夏（白鳥中） 

 女子 4×400ｍＲ 6 位 

3 年 松井万里子（三重大学附属中）、3 年 市川 緋那（三重大学附属中） 

3 年 太田 千夏（白鳥中）、 3 年 九谷 葉月（名張北中）  

 

◇三重県高等学校総合体育大会陸上競技の部（5 月 28 日～30 日） 

･･･6 位までの入賞者は東海総体出場  

 女子 3000ｍ   5 位 3 年 九谷 葉月（名張北中）  

 女子 1500ｍ   7 位 3 年 九谷 葉月（名張北中）  

女子 4×100ｍＲ 8 位  

2 年 宮村桃子（多気中）、2 年 北村帆乃香（三重大学附属中） 

3 年 市川 緋那（三重大学附属中）、3 年 太田 千夏（白鳥中） 

女子 4×400ｍＲ 8 位  

3 年 松井万里子（三重大学附属中）、3 年 市川 緋那（三重大学附属中） 

2 年 宮村桃子（多気中）、3 年 太田 千夏（白鳥中）  

 

◇三重県高等学校新人陸上競技選手権大会（9 月 17 日～18 日） 

･･･6 位までの入賞者は東海高等学校新人陸上競技選手権大会出場  

女子 400ｍＨ   4 位 2 年 宮村桃子（多気中）  

女子三段跳     4 位 2 年 北村帆乃香（三重大学附属中） 
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「殻を破る」（東海大会出場報告）  3 年 九谷 葉月 （名張北中）   

私は中学校時代、特に強い、ましてや県大会で入賞できるような選手ではありませんで

した。同じ中学出身者には、私よりも足が速く、長距離の強い高校へ進学した人もいまし

たし、私なりに高校三年間陸上競技が続けられればいいかなという感じでした。  

入学し、陸上競技部に入部した際には、県大会で入賞する先輩がいて憧れ持って練習に

参加していました。私なりに先輩に追いつこうと頑張って練習に励んでいましたが、早い

段階から顧問の先生には「殻を破れ」という言葉を掛けられました。 2 年生になってその

声掛けはより多く言われるようになりましたが、私自身頑張って取り組んでいる自負もあ

り、なかなかピンときていなかったように思います。しかし、その言葉は中学の時入賞す

らできなかった私に対し、絶対強くなる、入賞できる選手になるという顧問の先生の私に

対する想いから出されるものだったのです。ですが、私は自分よりも実績のある先輩の後

ろで走ることが多く、自ら練習を引っ張って取り組むことはせず、先生の言う殻を破るこ

とはできないまま、3 年生を迎えることになりました。  

私は、1500ｍを得意とし、3000ｍと合わせて大会に出場していました。県インターハイ

予選もこの 2 種目に出場しました。大会初日の 1500ｍ、記録は自己記録を大幅に更新して

4 分 38 秒 03。順位 7 位。6 位までが入賞で東海大会出場できます。たらればを言ったらキ

リがないのですが、例年だとこの私の記録は入賞間違いない記録でした。涙しか出てきま

せんでした。「7 位までが 40 秒を切っているなんて、こんなハイレベルな大会はない」そ

んな声が聞こえてきても、その中で東海大会出場を果たせなかった 1 名が私なのです。私

は、最終日にあった 3000ｍに出場し、今まで勝てなかった人にも勝って 5 位入賞を果たし、

東海大会に出場することができました。 1500ｍのこともあり、本当に、本当に嬉しかった

です。 

どの段階で殻を破れたのか、もしくはまだまだ破れきれていないのかもしれません。で

も、私が「入賞する選手になれればいいな」という気持ちから、「入賞したい」「入賞する」

と想いが変わっていったこと、自分が辛くも楽しくクラブ活動にチームメイトと取り組め

たこと、強い選手になると信じてもらったこと、そして何より毎日私を支えてくれた家族、

そういったいろいろな要素が私の硬かった殻を少しずつ、少しずつ破っていったのだと思

います。  

今、私は医師になるため、受験勉強に励んでいます。大学に進学してからも、膨大な知

識を修得しなければなりません。ただ同時に、これからも私は走り続けられる限り走って

いきたいと思っています。楽しいことばかりじゃない、けれども苦しいことばかりじゃな

い、陸上競技も人生もそんなものだと思います。その中では、私は自分の目に見えない殻

を破り続け、成長していきたいと思います。  
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卓球部 

 

◇全国インターハイ三重県予選三重県高校総合体育大会卓球の部   

  シングルスの部三重県大会（Ｈ28．5．4） 

    男子 1 名、女子 3 名 中勢地区予選通過県大会出場  

    女子シングルスベスト 16 瀬古愛里（2 年）  

◇三重県高校選手権大会  

    男子ダブルスの部（H28．8．22）ベスト 16  岸田・吉田（2 年）組  

女子ダブルスの部（H28．8．22）ベスト 8   長崎・簑原（1 年）組  

シングルスの部 男子 4 名、女子 5 名 中勢地区予選通過 県大会出場  

    女子シングルスの部ベスト 32 瀬古愛里（2 年）堀内彩帆 (2 年 )簑原清花 (1 年 ) 

◇三重県新人卓球選手権大会学年別  （Ｈ29．1．21）                              

    シングルスの部 男子 4 名、女子 8 名 中勢地区予選通過  県大会出場  

    シングルス女子 2 年の部 ベスト 8  瀬古愛里  

    シングルス女子 1 年の部 ベスト 32  長崎由衣  

    シングルス男子 2 年の部 ベスト 32  岸田禎来  

     

◇第 67 回中部日本卓球選手権大会（Ｈ28．7．16） 於岐阜県岐阜市岐阜メモリアルセン

ターS 

        ジュニア女子シングルスの部県代表 瀬古愛里（2 年）  

    女子シングルスの部県代表  齊藤舞 (3 年 ) 

    女子ダブルスの部県代表  瀬古・竹内 (2 年 )組、齊藤 (3 年 )・村上 (2 年 )組  

◇第 44 回後藤杯卓球選手権大会（名古屋オープン）（Ｈ28．9．17） 於愛知県体育館  

        ジュニア女子シングルスの部県代表 瀬古愛里（2 年）  

◇第 54 回東海卓球選手権大会（Ｈ 28．11．4）出場 於三重県伊勢市サンアリーナ  

   ジュニア女子シングルスの部県代表  瀬古愛里（2 年）竹内  唯（2 年）  

簑原清花（1 年）長崎由衣（1 年）  

   女子ダブルスの部県代表 簑原・長崎（1 年）組  村上（2 年）中川（1 年）組  

   男子ダブルスの部県代表 岸田・吉田（2 年）組  

 
 

「 東海大会出場とこれから  」（東海大会出場報告）    2 年 竹内 唯（嬉野中） 

 

 私は、11 月に開催された東海選手権大会に出場しました。東海四県それぞれから予選を

通過してきた選手たちは、やはりレベルが高く、どの試合を見ていても勉強になるものが

ありました。また、大きな大会であるせいか、いつもの大会よりピリピリした緊張感を感

じました。私は、2 回戦で静岡県の選手と対戦し、負けてしまいましたが、この大会は試

合内容も含めて、とてもいい経験になりました。私だけではなく、この大会に出場した他

のメンバーにとっても良い経験になったと思います。  

日ごろの部活では、基本的に練習メニューは個々で考え、自由に練習しています。そし

て技術面などでわからないことがあれば、メンバー内で相談し合ったりと互いに切磋琢磨

しています。また、先輩後輩の関係がないので意見の出しやすい良い雰囲気だと思います。 

卓球部の良い雰囲気を保ち、大会での経験をいかして練習しながら、引退までの数か月

間を部のメンバーとがんばって活動していきたいと思います。  

 部活は技術が向上するだけでなく、他にも多くのことを学べます。部活で感じる達成感

や仲間との一体感は、高校生活の中でかけがえのないものだと思います。   
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水泳部 

 

■■主要大会成績■■ 

 

◇平成 28 年度三重県高等学校総合体育大会水泳競技大会）（6 月 25･26 日） 

 ☆☆ 女子総合体 第 4 位 ☆☆    

 ○ 個人成績  

   伊藤 悠貴（2 年生）200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 3 位、400m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2 位  

   飯田 奨之（1 学年）200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 8 位 

   明比 千夏（2 学年）200m 自由形 8 位、100m 平泳ぎ 8 位 

    岡  鼓 （2 学年）800m 自由形 7 位 

   山口 夏穂（2 学年）100m 背泳ぎ 8 位、200m 背泳ぎ 7 位 

   山下 幸恵（2 学年）200m 自由形 5 位、400m 自由形 5 位 

 ○ リレー成績  

   男子 4×100m ﾌﾘｰﾘﾚｰ 7 位 

   男子 4×100m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 8 位 

   女子 4×100m ﾌﾘｰﾘﾚｰ 4 位                 （冬場の合同練習） 

   女子 4×100m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 4 位 

 

◇平成 28 年度東海高等学校総合体育大会水泳競技大会（7 月 22･23･24 日） 

 ○上記高校総体において入賞種目（個人 6 名 10 種目、リレー種目 4 種目）が出場  

 

◇平成 28 年度三重県高等学校対抗水泳競技大会（8 月 6 日、7 日） 

 ☆☆ 女子総合 第 4 位  ☆☆  

   

○ 個人成績  

   伊藤 悠貴（2 学年）  200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 5 位 400m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 3 位 

   飯田 奨之（1 学年）  200m 背泳ぎ 5 位 200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 7 位  

   明比 千夏（2 学年）  200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 5 位 

    岡  鼓 （2 学年）  400m 自由形 6 位 800m 自由形 5 位  

   山口 夏穂（2 学年）  100m 背泳ぎ 6 位 200m 背泳ぎ 7 位 

   山下 幸恵（2 学年）  200m 自由形 4 位 400m 自由形 3 位 

   藤本 晴香（1 学年）  100m 平泳ぎ 8 位  

 

○ リレー成績  

   男子 4×100m ﾌﾘｰﾘﾚｰ  6 位 

   男子 4×100m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 7 位 

   女子 4×50m ﾌﾘｰﾘﾚｰ   4 位 

   女子 4×100m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 4 位 

   女子 4×100m ﾌﾘｰﾘﾚｰ   4 位 

 

 

 

 

 

 

 

（冬場の合同練習）  
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◇平成 28 年度三重県高等学校新人水泳競技大会  （9 月 18 日） 

☆☆ 女子総合 第 5 位 ☆☆        

   ○ 個人成績                      

   伊藤  悠貴（2 学年）200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 3 位 200m 背泳ぎ 5 位 

   竹内  健人（2 学年）200m バタフライ 7 位 

   飯田  奨之（1 学年）200m 背泳ぎ 4 位 

    岡    鼓 （2 学年）200m 自由形 8 位 

   山口  夏穂（2 学年）100m 背泳ぎ 5 位 200m 背泳ぎ 6 位 

   山下  幸恵（2 学年）200m 自由形 5 位 400m 自由形 4 位 

 ○ リレー成績  

   男子 4×50m ﾌﾘｰﾘﾚｰ   7 位 

   男子 4×50m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 7 位 

   男子 4×50m ﾌﾘｰﾘﾚｰ   7 位 

   女子 4×50m ﾌﾘｰﾘﾚｰ   4 位 

   女子 4×50m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 5 位 

 

 

 

 

 （冬場の合同練習）  

「この 1 年間 を振り返って」      

 

1 年 藤本 晴香（亀山中 )         

私 は 、津 高 校 に 入 学 し て 水 泳 部 に 入 部 し ま し た 。同 学 年 の 女 子 は 、自 分 だ け

で 不 安 も あ り ま し た 。し か し 、先 輩 方 が と て も 優 し く 学 年 の 違 い を 感 じ さ せ な

い 接 し 方 を し て く だ さ っ た の で 不 安 も 消 え 練 習 に 臨 め る こ と が で き ま し た 。そ

の 先 輩 方 の 活 躍 の お か げ で 初 心 者 の 自 分 も リ レ ー 種 目 で 東 海 高 校 総 合 体 育 大

会（ 岐 阜 県 ）に 出 場 す る こ と が で き ま し た 。初 め て 見 る 他 県 の 選 手 の レ ベ ル の

高 さ に 驚 き 、自 分 も も っ と も っ と 練 習 し て 速 く 泳 げ る よ う に な る ぞ と 思 い 、そ

の 後 の 練 習 に も 力 が 入 り 、他 高 校 チ ー ム と の 合 同 練 習 で は 積 極 的 に 練 習 に 取 り

組 み ま し た 。ま た 、合 同 練 習 で は 他 高 校 チ ー ム か ら 学 ぶ べ き 点（ チ ー ム の 雰 囲

気 や 無 駄 の な い 動 き 、 礼 儀 作 法 な ど ） も た く さ ん あ り 良 い 経 験 に な り ま し た 。

今 後 は 、チ ー ム の み ん な が ひ と り で も 多 く 決 勝 に 進 み 東 海 高 校 総 体 の 出 場 権 を

獲 得 で き る こ と を 目 標 に 、 日 々 の 練 習 を 重 ね て い き た い で す 。  

 

 

１ 年  清 末 雅 人 （ 平 田 野 中 ）     

 僕 は 、 5 歳 か ら 8 年 間 ス イ ミ ン グ ス ク ー ル に 通 っ て い ま し た 。 中 学 校 時 代 は

野 球 部 に 入 部 し 部 活 動 を 楽 し み ま し た 。高 校 に 入 学 し 部 活 を 決 め る に 当 た り 野

球 部 を は じ め い ろ い ろ な ク ラ ブ を 見 学 し ま し た 。中 で も 水 泳 部 が 楽 し そ う に 部

活 動 を や っ て い た の で 入 部 を 決 め ま し た 。し か し 、今 ま で 興 味 程 度 に し か や っ

て い な か っ た 水 泳 な の で 大 会 や 合 同 練 習 で は と て も 不 安 で し た が 、先 輩 が 優 し

く 迎 え い れ て く れ て 楽 し く 練 習 が で き ま し た 。こ れ ま で と 違 っ た 雰 囲 気 で 練 習

に 取 り 組 め る こ と が で き 、 僕 は と て も 気 に 入 り ま し た 。 練 習 は 、 2 時 間 程 度 で

し た が 内 容 の 濃 い き つ い も の で し た 。練 習 後 の 宿 題 や 授 業 の 予 習 は 自 分 の 容 量

を 超 え て い ま し た が 、 1 日 1 日 慣 れ て き て 今 で は と て も 充 実 し た 毎 日 を 過 ご し

て い ま す 。水 泳 部 は と て も 大 変 な ク ラ ブ で す が 、何 よ り も 競 争 心 を 奮 い 立 た せ

る 種 目 で す 。僕 は 、水 泳 部 を 選 ん で 毎 日 が 楽 し く 充 実 し て い る の で 良 か っ た で

す 。  
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バドミントン部（男子・女子） 

 

 平成 28 年度の結果  

三重県高校バドミントン選手権大会（全国総体県予選）  

男子団体第 5 位（参加 42 校） 

    女子団体ベスト 16（参加 40 校） 

三重県高校バドミントン秋季大会（全国選抜大会県予選）  

男子団体第 3 位（参加 42 校）東海選抜大会出場 

    女子団体ベスト 16（参加 41 校） 

男子 1 部ダブルスベスト 8（正木唯斗・小寺星瑠）  

  三重県高校バドミントン新人大会  

    男子団体第 3 位（参加 67 チーム）  

 

 過去の主な結果   

平成 22 年度  

三重県高校バドミントン選手権大会（全国総体県予選）  

    女子団体第 3 位東海総体出場 

    女子 1 部複第 3 位 

三重県高校バドミントン新人大会  

    男子 1 部単第 3 位・男子 1 部複第 3 位 

    女子 1 部単第 3 位 

 三重県高校バドミントン秋季大会（全国選抜大会県予選）  

男子団体第 3 位東海選抜大会出場 

女子団体第 3 位  

男子 1 部単第 3 位 

     女子 1 部単第 3 位 

 

 

平成 23 年度  

三重県高校バドミントン選手権大会（全国総体県予選）  

    女子団体第 2 位東海総体出場 

三重県高校バドミントン新人大会  

    男子 1 部単準優勝・男子 1 部複優勝  

 三重県高校バドミントン秋季大会（全国選抜大会県予選）  

男子団体第 3 位東海選抜大会出場 

女子団体第 3 位東海選抜大会出場 

男子 1 部単準優勝東海選抜大会出場・男子 1 部複準優勝東海選抜大会出場 
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平成 24 年度  

三重県高校バドミントン選手権大会（全国総体県予選）  

男子団体第 3 位  

    女子団体第 3 位東海総体出場 

    男子 1 部単準優勝全国総体出場・男子 1 部複第 3 位 

    女子 1 部複第 3 位 

 

 

平成 25 年度  

 三重県高校バドミントン秋季大会（全国選抜大会県予選）  

男子団体第 3 位  

  

 

平成 26 年度  

三重県高校バドミントン選手権大会（全国総体県予選）  

男子団体第 3 位  

 三重県高校バドミントン秋季大会（全国選抜大会県予選）  

男子団体第 3 位  

 

 

私たちは男女で、ほぼ毎日活動しています。  

 男女で活動しているので、他の部活にはない楽しさがあります。人数が多く、一人一人

の練習時間は短いけれど、みんなバドミントンが大好きなので一生懸命練習しています。

先輩たちのほとんどが初心者です。優しい先輩がしっかりと教えてくれます。練習をすれ

ばするほど成果が出て楽しいスポーツです。  

 ぜひ、いっしょにバドミントンを楽しみましょう！  
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剣道部  

 

 

 

◇H28 年度 三重県高校剣道春季大会（4 月 24 日） 

○ 男子団体  5 位 

◇H28 年度 三重県高校総体剣道競技の部（5 月 29 日） 

○ 女子団体  5 位 

◇H28 年度 三重県高校剣道一年生大会（8 月 28 日） 

○ 女子個人Ⅱ部  3 位 

◇H28 年度 津市民大会剣道競技の部（9 月 19 日） 

○ 高校の部  男子個人 優勝【2 年 岩田学】  

○ 高校の部  女子個人 3 位 

◇H28 年度 三重県高校剣道秋季大会（11 月 3 日） 

○ 男子団体  5 位 

○ 男子個人  5 位【 2 年 岩田学】  

◇H28 年度 三重県高校剣道新人大会（1 月 21・22 日） 

○ 男子団体  5 位………東海選抜大会出場権獲得（ 2 年連続）  

 ○ 男子個人 5 位【2 年 岩田学】  

◇H28 年度 東海高等学校剣道選抜大会出場（2 月 19 日） 

 

 

 

津高校剣道部は、【気をつなぐ・退 (ひ)かない・技を出す】をモットーとし日々稽古して

います。現在、部員は男子 9 名・女子 4 名の合計 13 名で、稽古時間は、平日の放課後 18:00

迄と土曜日午前が中心となります。  

目標は県大会で上位に入り東海大会・全国大会に出場することで、文武両道を目指して

部員一丸となり一生懸命頑張っています。 1 月末に行われた新人大会男子団体では第 5 位

に入賞し、第 3 回東海選抜大会（岐阜県関市）の出場権を獲得しました。この東海選抜大

会には 2 年連続の出場となりました。これは当日出場のメンバーはもちろん、部員全員の

勝利であり、脈々と受け継がれる先輩方の伝統のおかげであると思っております。剣道で

培われた精神力は、将来、必ず、色々な場面で役立ちます。一緒に剣道をしましょう！  
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吹奏楽部 

 
1 年生 9 人 2 年生 16 人 3 年生 20 人 

◇平成 27 年度三重県吹奏楽コンクール(8 月 6 日) 金賞・県代表  

◇第 71 回東海吹奏楽コンクール (8 月 28 日) 銅賞  

◇三重県アンサンブルコンテスト南地区大会  (1 月 8 日) 

  打楽器四重奏  銀賞  /サックス三重奏 銀賞 /金管八重奏 金賞・地区代表 

◇三重県アンサンブルコンテスト  (1 月 14 日) 

  金管八重奏  銀賞 

◇個人・重奏コンテスト  三重県大会 

  個人の部  フルート独奏   銀賞   箕形 友花（桔梗が丘中） 

◇第 20 回記念津高吹奏楽演奏会(3 月 26 日) 

 

 

「東海大会に出場して」  

２年 部長  出馬 萌絵 (豊里中) 

 

 私達は昨年 8 月に行われた三重県吹奏楽コンクール、東海吹奏楽コンクールに出場しま

した。私達は日々、津高校のモットーである「自主自律」の精神に基づき練習に励んでい

ます。部活の方針、運営、練習内容の決定もすべて自分たちで行っています。また県下で

も珍しい学生指揮よる活動です。県大会では金賞・県代表をいただき東海大会に出場しま

した。東海大会に出場することができたのは、自分たちでどのような練習がどれだけ必要

なのか、また私達の弱点はどこなのか、みんなで話し合い練習をしていたからだと思いま

す。そんな私達の一年の集大成である定期演奏会が 3 月 26 日に三重県総合文化センター大

ホールにて行われます。ぜひ来てください !! 
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弓道部 

 

◇平成 27 年度三重県弓道連盟会長杯（2 月 7 日） 

 ○  女子個人 4 位 國分  由莉奈（三重大学附属中）  

◇平成 28 年度三重県高校春季大会（4 月 29 日） 

 ○  男子個人 3 位 中森  薫（青山中）  

◇平成 28 年度三重県高校総体大会兼東海総体・全国総体県予選大会（5 月 28 日） 

 ○  男子団体 3 位      

◇平成 28 年度三重県高校総体大会兼東海総体・全国総体県予選決勝（5 月 29 日） 

 ○  男子団体 7 位      

                                  

「春季大会 3 位に入賞して」      

2 年 中森 薫（青山中） 

私たち弓道部は男女ともに切磋琢磨し、平日毎日放課後練習しています。  

弓道は他のスポーツと違い、精神力や集中力がとても大切なスポーツです。そのため普

段から 1 本 1 本を大切にし、丁寧に弓を引くことを心がけています。そうした日々の練習

の成果で、平成 28 年 4 月に行われた弓道春季大会で、個人 3 位に入賞することができまし

た。この大会でも自分を見失わず練習のように 1 本 1 本を大切にし、丁寧に引くことがで

きたのが結果に繋がったと思います。  

これからも私たち弓道部は、顧問の先生方や私たちを応援して下さるすべての方々への

感謝を忘れずに、少しでも高みへ行けるように努力して練習していきたいと思います。  

 

 

 

硬式野球部 

 

◇第 68 回 秋季東海地区高等学校野球三重県大会（9 月 19 日～） 

○  1 回戦   津 7×－0 高田 （7 回コールド）  

○ 2 回戦   津 0－10× いなべ総合（ 5 回コールド）  

 

◇第 98 回全国高等学校野球選手権三重大会（7 月 15 日～） 

 ○  1 回戦   津 9×－2 尾鷲 （7 回コールド）  

○ 2 回戦   津 3－4  海星 
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テニス部女子 
 

○部員  

  2 年生 10 人、1 年生 9 人の合計 19 人（顧問 3 名）  

○活動場所  

  東側コート（サムライパンチじゃない方）  

○活動日時  

  平日：放課後（日が暮れるまで）  

  土日：どちらか半日（午前 8:30～12:30、午後 1:00～5:00）  

  土日祝に大会や練習試合が入ることもある  

  夏休みに 2 泊 3 日の合宿アリ  

○目標  

  団体：県ベスト 8 復活  

  個人：1 人でも多く本戦出場  

○アピールポイント  

  先輩、後輩仲良く楽しく練習しています。  

  その中で、互いに切磋琢磨しながら日々励んでいます。  

  一つひとつの練習に意味を持たせ、それを全員が理解して取り組んでいます。  

  また、各自で目標を立て、達成に向けて努力を重ねています。  

○最後に  

  練習すればするほど上手くなり、それを実感できるスポーツです。  

  初心者も経験者も大歓迎です。  

  ぜひ一緒にテニスをしましょう！！  お待ちしています！！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標と限られた時間を有効に使うことを大切に、充実した高校生活を送っています。  

みんな  

仲良し！  
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テニス部男子 

 
「部活動の楽しさと難しさ」             2 年 副田幸暉（明和中）  

 

私は津高校テニス部に憧れ、この津高校へ入学しました。 1 年生の時に先輩方が団体戦

で東海総体へ出場され、そこで見たもの感じたものを糧に、日々練習に打ち込んできまし

た。その中で上手くいかないことがあると先輩方はアドバイスをしてくださったり、励ま

していただいたりして、忙しい勉強との両立もサポートしていただきました。  

そんな先輩方が引退した今、私はキャプテンをしています。なかなか上手くいかない事

もあり、今まで以上に部の仲間の力を借りて、1 つでも多く勝つため、個人での課題や部

全体としての課題を全員で考えるなどして、先輩に追いつけるよう部全体で頑張っていま

す。課題を見つけるというのは思っているより簡単なことではなく、自分の弱い所を自分

で把握しなくてはなりません。部活動でやってきたことは、日々の生活でも必要な考える

力や、物事を客観的に見る力などを成長させてくれたと思います。  

テニスというものを通して、普段あまり経験できない他校との交流や、自らの技術の向

上の体感など、様々な経験をさせていただきました。それにはテニスという競技だけでは

なく、先輩をはじめ部員・両親の協力があってこそのものだと思っています。部活動はそ

ういった人と人との関係を最も身近に感じられる場所であり、高校生活においてかけがえ

のない場所だと思っています。人との関係を大切にしながら、自分なりに課題を見つけ、

日々挑戦していきたいと思います。  

 

 

 

 

ソフトテニス部（男子・女子） 
 

男子 13 名、女子 12 名で活動しているクラブです。初心者も頑張っています。自主・自

律の精神の元、上位進出を狙って部員自ら練習メニューを考え熱心に活動しています。現

在は、男子・団体  県ベスト 8、個人ベスト 16、女子・団体  県ベスト 16、個人ベスト 16

を目指して、日々頑張っています。男女同じ会場で大会が行われることが多く、互いに応

援し合いながら頑張っています。  
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サッカー部 
 

 ◇平成 27 年度新人戦  
1 回戦 津 0－1 津西  

 
 ◇平成 28 年度インターハイ予選 

【1 次トーナメント】 
1 回戦 津 7－0 伊勢学園  

2 回戦 津 2－5 三重 
 

◇平成 28 年度三重県サッカーリーグ 2 部Ａ 
第 1 節  津 3－0 三重 2nd 

第 2 節  津 2－2 暁  

第 3 節  津 5－2 稲生  

第 4 節  津 0－3 鈴鹿  

第 5 節  津 1－6 海星 2nd 

第 6 節  津 6－0 亀山  

第 7 節  津 2－2 神戸  

第 8 節  津 1－0 宇治山田商業 2nd 

第 9 節  津 3－1 白子  

5 勝 2 敗 2 分、勝ち点 17 のグループ 3 位  

 

◇平成 28 年度三重県サッカーリーグ 3 部Ｃ 
第 1 節  試合なし  

第 2 節  津 0－6 志摩  

第 3 節  津 2－5 青山  

第 4 節  津 0－6 宇治山田  

第 5 節  津 3－1 木本  

第 6 節  津 0－13 海星 3rd 

第 7 節  津 1－1 近大高専 2nd 

第 8 節  津 1－6 久居農林  

第 9 節  津 1－2 皇学館  

       第 10 節 津 1－4 津東  

       第 11 節 津 1－7 津田学園  

1 勝 8 敗 1 分、勝ち点 4 のグループ 10 位  

 

 ◇平成 28 年度選手権予選 
1 回戦 津 3－0 桑名北  

2 回戦 津 4－0 神戸  

3 回戦 津 0－6 海星  
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ソフトボール部  

 

♢平成 28 年度三重県高体連ソフトボール競技県総体（5 月 28 日）5 位  

 

・部員数 …15 人 (3 年 4 人、2 年 8 人、1 年 3 人 ) 

・活動内容…平日  ：練習（～18:30）       

      土曜日：午前練習 or 練習試合  

      日曜日：基本的には休み  

 

 

こんにちは！私たちソフトボール部は

夏の暑い中でも、冬の寒さの厳しい中で

も、楽しく元気に活動しています。私た

ちのモットーは『部活動と勉強を両立さ

せること』です。  

部活動としての目標は、昨年に引き続

きもう一度ベスト 8 に入賞することです。

そして勉強での目標は、自分たちの第一

志望としている大学に入学することです。 

この 2 つを達成するために、部活動は

短時間ですが集中して行っています。ま

た、塾に通ったり模試などにも参加しや

すい環境です。  

熊野市山崎運動公園  

 くまのスタジアム  

 

ソフトボールは 1 チーム 9 人で行う

競技です。しかし現在、1 年生が 3 名

しかおらず、2 年生が引退してしまう

と、人数不足でこのままでは単独チー

ムで公式戦に出場することが出来ませ

ん。私たちの多くは中学生の時ソフト

ボールをしていなかった人もたくさん

いるので、初心者の方でも大歓迎で

す！新入生で体を動かすことが好きな

人はぜひ一度体験や、見学に来てくだ

さい。  

        練習試合  

 

 

高校生活は…中学生の時とは違い通学に時間がかかったり、勉強が難しくなったりと大変

なこともたくさんあります。しかし、そんな忙しい中でも部活動をするメリットはたくさ

んあると思います。体を動かすことなど自分の好きな活動をすることが気分転換になって、

勉強がはかどったり、3 年間じっくり付き合える友達が出来たりするので、高校生活をよ

り充実したものにすることができると思います。  

 

ぜひ一緒にソフトボールをしましょう！！  
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ダンス部 

 

津高校ダンス部「つこだん」です！！私たちは、さまざまなイベントに向けて、毎日元

気に活動しています！！部員のほとんどは初心者ですが、皆いろいろなジャンルのダンス

に挑戦し、賞を取ることを目標にしています。また、他校生も加えて、  “ＦＬＯＷＥＲ  

ＤＡＮＣＥＲず” としても活動しています。男女関係なく皆仲良しです。みんなで頑張

るその時間は私たちにとって宝物であり、青春そのものです！！初心者でも、経験者でも

男子でも女子でも、どなたでも大大大歓迎です！私たちと一緒に最高の思い出を作りませ

んか？一緒に青春しましょう！！  

これまでの主な受賞は以下の通りです。  

 

 

 

 

 

◇三重県高体連ダンスフェスティバル  

  H.20 最優秀賞   H.23 発想が良かったで賞   H.24 かわいかったで賞   

H.26 想定外な作品展開で魅せたで賞 

◇嬉野おどろまいかコンテスト   

  H.25 審査員特別賞   H.28 審査員特別賞  H.29 大賞 

◇すずかフェスティバル  

  H.28 企業賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 初舞台（大門）  

８月 すずかフェスティバル  

９月 文化祭  

１０月 安濃津よさこい  

１１月 からだから  

１２月 三重県高等学校  

    ダンスフェスティバル  

 ２月 嬉野おどろまいか  

コンテスト  

 ３月 津駅前ストリート  

まつり  

つこだん  

年間スケジュール  
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ハンドボール部 
◇部員数 (平成 28 年度 )  

3 年生  …7 人  

2 年生  …8 人 (うち女子マネージャー2 人 )  

1 年生  …13 人  

 

◇限られた時間で何ができるか      平成 28 年度主将  小林 瑞季（東観中学校）  

 ハンドボール部では時間の厳守を大切にしていま

す。その一つの例として、放課後の活動を 18：00

までと決め、限られた時間の中で「今自分たちに必

要なものはなにか」を自分たちで話し合い、効果的

なメニューや計画を立て日々の練習に取り組んでい

ます。  

現在の目標は県内の大会で上位入賞して東海大会

に出場することです。部活動で培ったことを勉強で

も生かし両立させてきた多くの先輩方にならい、「文

武両道」を目指します。  

 

◇ヨーロッパではサッカーに並ぶ人気スポーツ  

 ハンドボールはコートプレイヤーが 6 人、ゴールキーパーが 1 人の 1 チーム 7 人で、20

ｍ×40ｍのコートで戦うチームスポーツです。ヨーロッパではプロリーグもある人気のス

ポーツで、その名の通り、ボールを手で扱い、相手ゴールに投げ入れて得点を競います。

ハンドボールのおもしろさは、なんといってもスピード感あふれるプレーとダイナミック

なシュート。「走る」「飛ぶ」「投げる」という運動の基本要素が求められ、相手のディフェ

ンスをかわす軽妙な動きや、素早いパスワークも魅力です。サッカーやバスケットボール

に比べて、相手の動きを止めたりするのに、かなりの身体接触が認められているので、時

には激しくぶつかり合うこともあります。  

 部員の大半は高校からハンドボールを始めています。私たちと一緒にハンドボールをや

りませんか！  

 

◇活動状況と過去の成績   

・平日 … 放課後練習、休祝日…  練習または練習試合・公式戦  

・公式戦… 県総体（インターハイ予選）、新人大会、選抜大会県予選会  

・その他大会… 県総合選手権（日沖杯）、津市民大会、三幸スポーツマックス杯（中勢地  

区リーグ戦）など  

・主な戦績  

平成 18 年度  

  県総体ベスト 4（過去最高）  

 

平成 23 年度  

  県総体ベスト 8 

第 6 回ヤシマカップリーグ優勝  

（15 勝 1 敗） 

平成 25 年度  

県新人大会 5 位  

 

平成 28 年度  

県総体 1 回戦  

 津 19－20 桑名工業  



 

44 

 

バレーボール部 男子  
 

◆平成 28 年度三重県高等学校バレーボール春季大会（4 月） 

2 回戦    津 2（25－13 25－20）0 四日市  

3 回戦    津 2（25－15 25－17）0 松阪  

準々決勝   津 0（13－25 13－25）2 海星  

順位決定戦  津 2（25－16 25－14）0 暁  

順位決定戦  津 1（25－20 13－25 18－25）2 四日市工  

                              最終順位：6 位 

◆平成 28 年度三重県高等学校総合体育大会バレーボール競技（5 月） 

3 回戦    津 2（25－20 30－28）0 桑名北  

準々決勝   津 0（19－25 11－25）2 津工  

順位決定戦  津 2（25－17 25－15）0 津西  

                              最終順位：5 位 

◆平成 28 年度三重県高等学校バレーボール選手権大会（ 11 月） 

2 回戦    津 2（25－10 26－24）0 いなべ総合学園  

3 回戦    津 2（25－16 25－23）0 伊賀白鳳  

準々決勝   津 0（11－25 14－25）2 皇學館  

                              最終順位：5 位 

 

 バレーボールを通じて、技術面はもちろん人間としても向上するために、チーム一丸と

なって日々練習に励んでいます。練習や合宿などでは、辛く大変に思うこともありますが、

チームみんなで乗り越えてきました。『「練習時間＋勉強時間」で三重県トップ』『県ベスト

4』をチームの目標として頑張って活動しています。  
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バレーボール部 女子 

 

短い時間で効率よく、内容の濃い練習を意識し、目標である【県ベスト 8】を達成でき

るように日々頑張っています。チーム全員が仲が良く、笑顔が絶えない部活です。勉強と

の両立は楽ではありませんがやりがいのある部活を目指しています。  
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バスケットボール部 男子 
 

◇平成 27 年度新人大会：第 3 位 （東海大会出場） 

 

 

◇平成 27 年度県総体：第 4 位 

 
   
～主な行事～ 

春：兵庫合宿、大垣合宿、 GW 合宿 in 天理 

夏：高野山合宿、大垣合宿、 

冬：クリスマス合宿 in 天理 

 

「県ベスト 4 に向けて」  2 年 鈴木 崇弘 （三重大附属中） 

私たち津高校男子バスケットボール部は 2 年生 9 人、1 年生 11 人、マネージャー2 人の

計 22 人で活動しています。昨年に比べ、個人の能力が落ちる分、リバウンドとチームワー

クを大事にしていくスタイルです。日々の練習は大変ですが、楽しく明るい仲間がたくさ

んいるので頑張ることができます。 

昨年の成績は、新人大会 3 位、県総体 4 位と東海大会にも出場できましたが、ウィンタ

ーカップ県予選では 1 回戦負けというとても悔しい結果となってしまいました。  

今は新人大会、県総体でベスト 4 を目指し日々練習に励んでいます。  
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バスケットボール部 女子 

 
 

私たちは 2 年生 7 人と 1 年生 1 人、マネージャー1 人の計 9 人で週 5～6 日活動していて、

毎週火曜日が休みです。  

基本的に男子バスケットボール部と練習しているので、少ない人数ですが、とても充実し

た練習ができています。  

部員は学年を超えて仲が良く、チーム全員で「県大会出場」という目標に向かって日々努

力しています。  

初心者・経験者問わず大歓迎です！  マネージャーも募集しています！  

興味のある方はぜひ体育館まで！  
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軟式野球部 

 
○三重県高等学校総合体育大会軟式野球競技兼春季大会（ 4～5 月）  

2 回戦 高田 7－3 津  

 

 

○第 61 回全国高等学校軟式野球選手権大会兼夏季大会（ 7 月）  

2 回戦  津 2－1 鈴鹿  

A 代表決定戦 高田 2－0 津  

 

 

○平成 28 年度三重県高等学校軟式野球秋季大会（ 9 月）  

2 回戦   津  6－5 伊勢  

準決勝  桑名  4－0 津  

3 位決定戦 宇治山田  3－1 津  

3 位決定戦敗退のため、県第 4 位  

 

 

 私たち軟式野球部は、『東海大会出場』を目標に、部員 18 名、マネージャー1 名の 19

名で日々練習に励んでいます。限られた時間の中で、効率よく、積極的に練習に取り組む

ことを部員全員が意識し、元気に楽しく野球をしています。  

 

 

 

 

ラグビー部 

 
「平成 28 年度第 66 回三重県高校総体」… 第 6 位 

「平成 28 年度第 96 回全国高校ラグビー三重県大会」… 1 回戦敗退  

「平成 28 年度第 69 回三重県ラグビー新人大会  10 人制の部」… 2 位 
 
 

【  Where there is a will , there is a way. 】（意志あるところに、道は開ける）  

 津高ラグビー部の合言葉です。私たちはいつもチャレ

ンジしています。そしてそれは、部活のみではなく、勉

強においても、です。また、私たちは、全員が高校に入

ってから始めた、いわゆる“初心者”です。それでも、

短時間で、効率を求めた、集中力の要求される練習で、

平成 24 年度・26 年度には、東海大会にも出場しました。  

 しかし、私たちの一番の自慢は、90 歳近くの大先輩を

はじめとする OB 会いわば「津高ラグビー部ファミリー」

です。そして、そんな部活だからこそ『生涯の友人』を

手に入れられることです。  

     

校内芝生練習場                                         
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SSC 

（スーパー・サイエンス・クラブ）  

 

 

(1) 県外発表会  

・ スーパーサイエンスハイスクール  東海地区フェスタ 2016（名城大学天白キャンパス） 

・  平成 28 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（神戸国際展示場）  

・  第 1 回東海地区  理科研究発表会（東海学院大学）  

 

(2) 県内発表会・イベント等  

・  ふれあい科学教室（三重県総合教育センター）  

・  おもしろ科学教室（津高校）  

・  青少年のための科学の祭典（三重大学）  

・  国際科学技術コンテスト強化講座（三重県総合博物館）  

・  第 1 回みえ自然科学フォーラム（三重県総合文化会館）  

 

(3) 科学系オリンピック・コンクール等への出場  

・  物理チャレンジ 2016 （四日市高校）  

・  日本生物学オリンピック 2016 （三重大学）  

・  化学グランプリ 2016 （三重大学） 東海支部長賞 2 名、奨励賞 2 名  

・  第 9 全国数学選手権大会地域予選  （名古屋国際会議場）  

・  第 27 回日本数学コンクール （津高校）  

・  三重県科学オリンピック（鈴鹿医療科学大学）3 位  

・  第 9 回日本地学オリンピック予選  (三重大学 ) 予選通過 1 名本選へ  

 

 

 

 

 

グランドで流星観測  校外の研究発表会でのポスター発表  
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茶道部 

 
 津高校には表千家と裏千家の二つの茶道部があります。活動はどちらも週に一回で、表

千家は水曜日、裏千家は火曜日にお稽古しています。文化祭は自分で浴衣を着て、普段の

お稽古の成果を披露しています。和やかな雰囲気の中で季節のお菓子を楽しめる、魅力た

っぷりの部です。興味のある方は一度和室をのぞいてみて下さい。  

 

 

◇表千家茶道部は第 36 回近畿高等学校総合文化祭兵庫大会（11 月 12・13 日）に参加し、

奨励賞をいただきました。  

 

「近畿高等学校総合文化祭兵庫大会に出場して」     1 年  田中 楓華(赤目中 )  

 

私 た ち 表 千 家 茶 道 部 は 11 月 に 行 わ

れ た 近畿高等学校総合文化祭兵庫大会に

三重県代表として参加しました。交流茶会

で他校の方々とお茶会をするのは初めて

だったのでとても緊張しました。相手校の

生徒さんのお点前は流れるようで私も見

習いたいと思いました。また、相手校の半

東さんは覚えた文言を言っているだけで

なく、周りに気を配っていて素晴らしいと

思いました。私が文化祭で半東の役をした

時は最低限の挨拶をするだけで精一杯で

したが、周囲の状況に合わせて話しかけたり動いたりすることが大切だと思いました。

私は正客をつとめ、とても緊張していましたが、相手校の半東さんが三重県のことや自

分の学校の活動の様子など話しかけてくれて、とても新鮮でした。  

今回この近文祭に参加し、普段のお稽古で何気なくしていることを一つ一つ意識して

するようにすると自分の間違いや知らなかったことを発見できるということに気づき、

今までの自分を振り返るとても良い機会になりました。これからは一つ一つのことに意

識を集中して緊張感をもってお稽古していこうと思います。  
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軽音楽部 

 

軽 音 楽 部 は 、 例 年 部 員 数 が 60 名 前 後 の 大 所 帯 の た め 、 部 員 が 一 堂 に 会 す る

こ と は ほ と ん ど な く 、基 本 的 に 各 バ ン ド 単 位 で 活 動 し て い ま す 。校 内 で の 練 習

は 2 週 間 に 1 度 、そ れ 以 外 の 日 は 個 人 練 習 を し て い ま す 。最 大 の イ ベ ン ト は 文

化 祭 で の 発 表 で す 。 非 公 開 日 に は 総 合 文 化 セ ン タ ー 大 ホ ー ル の ス テ ー ジ で の 3

年 生 を 中 心 と し た 発 表 、 一 般 公 開 日 に は 武 道 場 で の ラ イ ブ を 行 っ て い ま す 。  

こ の 他 に 年 3 回 、夏・冬・春 に 、

ア ス ト 津 の ホ ー ル 等 で ラ イ ブ を

行 い 、演 奏 を 披 露 し て い ま す 。近

年 は 、津 市 民 文 化 祭 の 軽 音 楽 部 門

へ 参 加 す る バ ン ド も あ り 、ま た 昨

年 は Ｚ ｉ ｐ Ｆ Ｍ の 取 材 を 受 け る

な ど 、対 外 活 動 も 活 発 に な っ て き

て い ま す 。  

           

 

 

 

 

将棋部 

 

こんにちは、将棋部です。将棋部は、週 3 回（月水金）4 号館 1 階にある家庭経営室で

活動しています。年 3 回全国や近畿大会の予選を兼ねた県大会があります。大会ではプロ

の先生から直接指導していただくこともできます。また、女子は県下の参加人数自体が少

なく全国大会への門は広く開いています。他のクラブとの兼部もできますから、将棋に興

味がある方は是非お越しください。  

 

◇平成 28 年度 第 40 回全国高等学校総合文化祭将棋部門三重県予選（ 5 月 1 日）  

 ○ 男子団体 4 位  

   男子個人 5 位 山口 昂平（橋南中）  

 

◇平成 28 年度 第 24 回三重県高等学校将棋大会（8 月 7 日）  

 ○ 男子個人 9 位 椿井 友也（亀山中部中）  

 

◇平成 28 年度 第 21 回三重県高等学校将棋新人大会（ 10 月 22 日）  

 ○ 男子個人 8 位 椿井 友也（亀山中部中）  

        9 位 矢原 圭祐（附属中）  
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 Ｊｒ．ｃｏｍ部 
  

 

 

漫画研究部「Jr.com」は 40 年以上の歴史があります。当時の漫画雑誌で、手塚治虫の「火

の鳥」が掲載された「 COM」から名付けられました。「手塚先生には及ばない。『 Jr.（ジュ

ニア）』をつけよう」と、 1967 年に当時 1 年生の 6 人が立ち上げたといわれています。  

 

 

Jr.com 部は月に 3 回ほど、家庭経営室で活動しています。主な活動内容は、月刊のイラ

スト冊子「Ｃｏｍらんど」を発行することです。部員全員が個々にテーマに添った作品を

制作し、回収、印刷、製本へと作業を進めていきます。各部員は勉強の合間を縫って絵を

描いています。  

「Ｃｏｍらんど」のテーマは、季節ごとに決め、10 月はハロウィーン、12 月はクリスマ

スなど。1 冊 30 ページのＢ 5 判で、毎回 100 部くらいを校内で配ったり、コミュニティの

棚に並べたりしながら自由に読んでもらっています。  

文化祭では、「Ｃｏｍらんど特別版」と称して、部員の腕の見せどころといった冊子が出

来上がります。文化祭当日はこれらを特設会場に並べ、興味のある方の手にわたっていき

ます。文化祭準備では、手書きのイラストをラミネート状に加工したカードやポスター制

作にも取り組みます。中でもカードは「くじ引き」の景品として活用し、毎年人気の催し

となっています。全てのカードが短時間でなくなりますので、興味のある方は早めにお越

しください。  

他の部との兼部も可能です。イラストを描いたり見たりすることの好きな方は、ぜひ活

動を見に来てください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月刊誌「Com らんど」 文化祭準備  「カード作り」 

文化祭  「ポスター」 文化祭  「くじ引き」 

平成28年度
活動人数

１年 ２年 ３年

７名 １１名 ７名

合計 ２５名
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美術部  
 

 津高校美術部は普段は、平日に自由に作品制作に取組んでいます。  

年中行事として、夏には 2 泊 3 日の合宿で、海や山を感じながら風景画制作等の作品展

を見据えた活動をします。  

また 11 月頃には津新町商店街で行われる新町フェスタに呼んでいただき、イラストバ

スというコーナーでバス後方にイラストを描きます。  

主な活動目標としては 10 月と 3 月の県内高校美術部の展覧会、そして 1 月の読書感想

画コンクールがあります。後者では毎年賞をとるなど良い成績をあげています。  

 

 

 

 

 

 

文化祭作品展示  

 

 

 

 

 

 

 

  新町フェスタイラストバス  

 

 

 

 

夏の合宿での風景画制作  
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ジャグリング部 
 

ジャグリング部は週 3 日楽しく活動しています。皆さんはジャグリングとはどのような

ものか知っていますか？ジャグリングとはボールやディアボロなどの様々な道具を操るパ

フォーマンスのことです。地域の祭りや子ども会などから出演依頼を受け、また、 9 月に

は文化祭で技を披露します。部員の全員が高校からジャグリングを始めた初心者なので、

経験がなくても心配いりません。気軽に来てください！  

 

Ｈ28 年度活動実績   6 月 四日市ハーモニーフェスタ（四日市ドーム）  

8 月 新町小学校夏祭り（津新町）  

憩いの里津ケアホーム夏祭り（江戸橋）  

          9 月 文化祭  

         11 月 桐ヶ丘フェスタ（伊賀市）  

新町フェスタ（津新町）  

 

（ 2 0 16 年 度 文 化 祭 ）  
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邦楽部 
 

 初めまして、邦楽部です。邦楽部では 2 年生 6 人、1 年生 2 人が週 3 回、和気藹々とお

箏の練習に取り組んでいます。普段は部員主体で練習していますが、週に一度、本校のＯ

Ｇでもある外部講師の方に指導していただいています。主な演奏の場は、9 月の文化祭、3

月の市民文化祭です。またボランティアの一環として秋には近辺の介護施設での演奏会も

行っており、本年も職員の方をはじめ皆さんに大変喜んでいただき大盛況でした。演奏を

通して、日本古来の和楽器ならではの、美しく心癒される箏の音色の魅力をお伝えするこ

とが私たちの目標です。みなさんも箏の音色を楽しんでみませんか？  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文芸部 
 

毎週火～木曜日に生徒指導室前で部誌を作成、発行しています。主な部誌は小曲集 5 月

号・青桐（文化祭のとき）・卒業生感謝号・新入生歓迎号の 4 つです。部誌の発行以外に、

詩を作って互いに評価し合うこともあります。文芸の大会（高校文芸みえ）にも出場して

います。  
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 ホームライフ部 
 

         

 

ホームライフ部はお菓子作りをメインとした部で、月に 2 回、調理室で活動しています。

作る内容は主に 2 年生部員が決め、季節のお菓子を中心に、チャレンジしたいものを自由

に選んで取り組みます。 

活動は常に楽しい雰囲気に包まれています。先輩と後輩が自然な形でなじみあって、い

つの間にかお菓子作りのコツなども引き継がれていきます。  

 

 

文化祭では、毎年「お菓子の家」と称して模擬店を出しています。当日準備は早朝から

全員が集合し、赤いエプロンを身に着けて作業が始まります。販売するお菓子は数量限定

の「蒸しケーキ」。シンプルなケーキではありますが、みんなの心のこもった手作りケー

キです。販売時間は 10 時と 11 時の 2 回で、いずれも時間の 15 分前からお客さんが集まり

始めます。30 分で完売することもありますので、関心のある方は早めにおいでください。 

手作りにこだわりたい方、手作りを楽しみたい方はぜひ一度、放課後の調理室を見に来

てください。先輩と一緒に会話を楽しみながら活動しましょう。  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃の活動風景  

文化祭当日の 

活動風景  

平成28年度
活動人数

１年 ２年 ３年

１３名 １４名 １０名

合計 ３７名
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クイズ研究同好会 

 

◇ライオンスペシャル第 36 回全国高等学校クイズ選手権中部地区大会（7 月 27 日） 

 ○  三重県 優勝      

◇ライオンスペシャル第 36 回全国高等学校クイズ選手権全国大会出場（8 月 2 日） 

       

ク イ ズ 研 究 同 好 会 は 、 夏 の 高 校 生 ク イ ズ を 目 標 に 日 々 活 動 し て い ま す 。 今 年

度 は 三 重 県 代 表 と し て 本 選 出 場 を 果 た す こ と が で き ま し た ！ 今 後 の 目 標 は 本

選 の 上 位 入 賞 で す 。文 化 祭 で は 早 押 し ク イ ズ 大 会 を 開 催 し 、冬 休 み に は 先 生 方

や 生 徒 を 対 象 と し た ク イ ズ 大 会 を 開 催 す る な ど 、活 発 に 活 動 し て い ま す 。日 頃

は 、み ん な で わ い わ い と ク イ ズ を 出 し 合 い 、ク イ ズ の 腕 を 磨 い て い ま す 。部 員

は 先 輩 後 輩 問 わ ず 仲 が 良 く 、 気 軽 に 勉 強 や 進 路 の 相 談 を す る こ と も で き ま す 。

ま た 、 ク イ ズ の 中 に は 学

校 で 習 う 内 容 が 含 ま れ て

い る も の が あ り 、 少 し は

勉 強 の 役 に も 立 ち ま す 。

ク イ 研 は 他 の 部 と の 兼 部

も 大 丈 夫 で す 。 ク イ ズ に

興 味 が あ る 人 、 高 校 に 入

っ て 新 し い こ と を し た い

人 は 、 ぜ ひ ク イ 研 へ ！  

 

 

 

 

 

国際交流同好会 
   

H e l l o !  W e  b e l o n g  t o  t h e  I n t e r n a t i o n a l  C o m m u n i c a t i o n  C l u b .   O u r  

a c t i v i t i e s  a r e  w a t c h i n g  f o r e i g n  m o v i e s  i n  E n g l i s h ,  p l a y i n g  s o m e  E n g l i s h  

g a m e s ,  p r a c t i c i n g  s p e a k i n g  E n g l i s h  a n d  s o  o n .   W e  a l s o  h a v e  p a r t i e s  o n  

H a l l o w e e n  a n d  C h r i s t m a s !   Y o u  c a n  e n j o y  s p e a k i n g  E n g l i s h  w i t h  o u r  A L T s ,  

A l i e n a  a n d  J e s s i c a .   W e ’ r e  s u r e  t h a t  y o u  w i l l  b e  a b l e  t o  s p e a k  E n g l i s h  

b e t t e r !   T h e  s t u d e n t s  w h o  r e a l l y  l i k e  E n g l i s h  a r e  m o r e  t h a n  w e l c o m e  t o  

j o i n  u s !   W e  a r e  l o o k i n g  f o r w a r d  t o  s e e i n g  y o u  a t  T s u  H i g h  S c h o o l !  
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演劇同好会 

 

◇春季公演（4 月 13 日）  

 ○  「創と表」上演  

    

◇津高入門講座（8 月 19 日） 

 ○  生徒ボランティアとして参加    

   

◇津高校文化祭  （9 月 9・11 日）                       

○ 「男女逆転 ?!シンデレラ」 上演  

  

◇津高図書館主催朗読劇（10 月 27 日） 

○  「朗読劇 しゃばけ」上演  

 

◇冬季公演（12 月 15 日）  

○  「心底」上演  

                                  

「冬季公演を行って」 

1 年 横山 祥子 (豊里中 ) 

私たちは 12 月に冬季公演を行いました。この公演で私は初めて脚本・演出と役者の仕事

を掛け持ちしました。私は、今まで、役者か裏方、片方の役割しかやったことがなかった

上に、この公演は今年入部したばかりの私たちが初めて自分たちで 1 から作り上げる舞台

でした。他の部員に話の内容を考えてもらい、そのアイデアを元にして脚本を書きました。

他の人の考えている事を脚本にするのはかなり苦労しましたが、なんとか書き上げる事が

できました。演出の仕事はこの時初めてで、先輩にアドバイスをもらいつつ、役者の仕事

と並行してやりました。この冬季公演で、私は、裏方の仕事の難しさ、それを今までこな

していた先輩のありがたみを改めて感じ、自分の勉強不足や力不足を思い知らされました。

この経験を生かし、今、次の公演に向けて練習や、舞台演出についての勉強に励んでいま

す。次の公演ではさらに成長した姿を見せられるように頑張ります。  

 

 

 
お 姫 様 の 婿 を 決 め る 武 闘 会 に １ 人 だ

け 行 け な い こ と を 悲 し む シ ン デ レ ラ  

（「男女逆転 !?シンデレラ）より）  

疲れて武闘会に参加できないと嘆くシン

デレラの疲れを癒そうと、老師がアレを取

り出し叫ぶ！   「サロンパス！！」  

（「男女逆転 !?シンデレラ」より）  
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3．個人活動紹介編  
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「2016 年ジュニア・サミット in 三重」 
 

4 月 22 日から 28 日にかけて行われた「ジュニア・サミット」に本校生徒が日本代表

として参加しました。  
 

参加者  

稲葉 陽樹 さん（橋北中）  

日本代表 4 名のうちの 1 人。 

俵 育実 さん（三重大学附属中） 

三重県内 4 コースに分かれた視察・交流  

行事でアテンドを担当。  
 

「ジュニア・サミット in 三重」の日程  

日時：平成 28 年 4 月 22 日～ 28 日 

場所：三重県桑名市を主会場とし、三重県各地、東京都での視察を実施  

参加者：各国Ｇ 7 からの 15～ 18 才の青少年。各国男女 2 名ずつ、 7 カ国で 28 名 

議論の概要  

22 日から 24 日にかけ、「次世代につなぐ地球  環境と持続可能な社会」をメイン

テーマに、集中して議論が行われました。参加者は、サブテーマごとに分科会形

式で議論を行い、その結果を成果文書「桑名ジュニア・コミュニケ」にとりまと

めました。桑名市での成果発表会には安倍昭恵総理夫人、鈴木英敬三重県知事、

伊藤徳宇桑名市長が出席されました。また、稲葉君は、安倍内閣総理大臣への成

果報告も行いました。  

                                 

「ジュニア・サミットに参加して」 

3 年  稲葉 陽樹 （橋北中)  

こ ん に ち は 、3 年 の 稲 葉 陽 樹 で す 。今 年 の 4 月 に ジ ュ ニ ア・サ ミ ッ ト i n 三 重

に 代 表 と し て 参 加 し た 感 想 と 教 訓 を 書 か せ て い た だ き ま す 。  

参 加 し た 感 想 を 一 言 で い う と 稚 拙 な 表 現 で す が 、「 す ご く 楽 し か っ た 」で す 。

と 言 っ て も 、 も ち ろ ん 遊 ん で ば か り だ っ た わ け で は あ り ま せ ん 。 3 日 間 に 及 ん

だ 議 論 は と て も 大 変 で 、 最 終 日 に 至 っ て は 午 後 11 時 ま で dr a ft と い う メ ン バ

ー の ア イ デ ア を 文 に 起 こ し て ま と め た も の の 作 成 を 行 っ た た め 、ホ テ ル の 部 屋

に 帰 っ て か ら 全 く 動 け ま せ ん で し た 。そ ん な な か 最 終 的 に 提 言 書 の 形 に ま と め

ら れ た の は 達 成 感 が あ っ た し と て も 感 慨 深 か っ た で す 。そ の 間 楽 し か っ た こ と

は 、意 見 を 交 わ す

の も そ う で す が 、

議 論 の 合 間 の 休

憩 時 間 や 湯 あ み

の 島 の 温 泉 に 入

っ て い る 時 な ど

に 各 国 代 表 の 子

達 と お し ゃ べ り

し た こ と で す 。そ

れ ぞ れ の 国 の 話

を す る の は 新 鮮
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で 面 白 か っ た で す 。そ れ と 、知 っ て い る 方 も い る と 思 い ま す が 、ジ ュ ニ ア サ ミ

ッ ト で は 主 な 仕 事 で あ る 国 際 問 題 に つ い て の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 以 外 に も 討 議

に 関 す る 視 察 や 分 散 型 体 験・交 流 行 事 な ど の 関 連 行 事 も 多 く あ り ま し た 。昼 休

み に は セ ン ト ヨ ゼ フ 女 子 学 園 の 生 徒 に よ る ハ ン ド ベ ル 演 奏 が あ っ た り も し ま

し た 。そ こ で は 県 内 の 高 校 生 の 人 達 が 付 き 添 っ て 説 明 を し て く れ た り 、地 元 の

方 が あ た た か く 歓 迎 し て く だ さ っ た り し て 、ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト 参 加 者 全 員 で と

て も 充 実 し て い て 楽 し か っ た し い い 勉 強 に な っ た 、と 話 し て い ま し た 。私 た ち

は ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト に 協 力 し て く れ た す べ て の 人 達 に 感 謝 し て い ま す 。私 は こ

の 機 会 を 通 し 人 に 感 謝 す る 心 も 学 ん だ よ う に 思 い ま す 。  

さ て こ こ ま で 行 事 の 紹 介 と 感 想 を 話 し て き ま し た が 、こ の ジ ュ ニ ア サ ミ ッ ト

で の 教 訓 が 主 に 2 つ あ り ま す 。ま ず 1 つ 目 は 積 極 的 に 素 早 く 行 動 す る こ と が 大

事 だ と い う こ と で す 。活 発 な 議 論 の 場 に お い て は 考 え る 前 に し ゃ べ っ て い か な

い と 、他 の 人 が 先 に 話 し 出 し て 意 見 を 言 え な く な っ て し ま い ま す 。私 は 最 初 カ

ナ ダ 、ア メ リ カ 、イ ギ リ ス の 代 表 た ち (英 語 圏 で す ね )の 会 話 に 圧 倒 さ れ て な か

な か 発 言 で き ま せ ん で し た 。そ の 上 言 お う と 思 っ た こ と は 全 部 言 わ れ て し ま う

の で す 。も う 存 在 を 忘 れ ら れ な い よ う に 必 死 で し た 。こ の こ と は 国 際 会 議 の 場

以 外 で も 言 え る と 思 い ま す 。積 極 性 と 行 動 力 は 重 要 だ と 改 め て 感 じ ま し た 。次

に 2 つ 目 は「 内 容 が 肝 心 」と い う こ と で す 。い く ら 英 語 が で き て も 話 す も の が

な け れ ば 議 論 も 会 話 も つ ま ら な く な る と い う こ と を 実 感 し ま し た 。例 え ば 会 話

だ と 質 問 攻 め に な っ て し ま い ま す 。こ れ か ら は 語 学 だ け で な く 中 身 も 磨 か な く

て は と 切 実 に 感 じ ま し た 。  

最 後 に な り ま し た が 今 回 の 会 議 内 容 を

ま と め た 提 言 書 を 読 ん で い た だ き た い と

思 っ て い ま す 。 国 際 問 題 の 解 決 に は す べ

て の 国 の 協 力 が 必 要 で 、 す べ て の 人 の 意

識 改 革 な ど も 必 要 に な っ て き ま す 。 だ か

ら ぜ ひ 読 ん で ほ し い で す 。 (注 :「 桑 名 ジ

ュ ニ ア コ ミ ュ ニ ケ 」で 検 索 し て く だ さ い 。

英 語 版 と 日 本 語 の 仮 訳 版 が 外 務 省 の ホ ー

ム ペ ー ジ に あ り ま す 。 ) 

私 は こ れ か ら も 鍛 錬 を 積 み 精 進 し て い

こ う と 思 っ て い ま す 。 こ こ ま で 読 ん で い

た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

「伊勢志摩サミット外国語案内ボランティアに参加して」  

1 年   足立  匠  (千代崎中 )  

僕 は 2 0 16 年 5 月 26 日 、2 7 日 に 開 か れ た 伊 勢 志 摩 サ ミ ッ ト の 外 国 語 案 内 ボ ラ

ン テ ィ ア に 参 加 さ せ て い た だ き ま し た 。  

小 学 校 4 年 生 か ら 中 学 校 2 年 生 ま で の 約 4 年 間 を ア メ リ カ で 過 ご し 、そ の と

き に 培 っ た 英 語 力 を 生 か そ う と 思 い 、外 国 人 の 道 案 内 な ど を 英 語 な ど 様 々 な 言

語 で す る 外 国 語 案 内 ボ ラ ン テ ィ ア に 応 募 し ま し た 。10 0 0 人 も の 応 募 の 中 か ら 選

ば れ 、参 加 者 最 年 少 と い う 形 で 参 加 す る こ と が で き ま し た 。そ の 後 、通 訳 養 成

所 の 講 師 の 方 の 講 義 を 聴 い た り す る な ど 準 備 期 間 を 経 て 、自 分 の 担 当 の 日 と な

り ま し た 。そ の 日 は ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 最 終 日 と い う こ と も あ っ て か 思 っ て い た

ほ ど 人 が 来 ま せ ん で し た 。な の で 、そ の 分 一 人 ひ と り 丁 寧 に 案 内 す る こ と が で

き ま し た 。  

今 回 こ の ボ ラ ン テ ィ ア に 参 加 し て 、他 人 に 物 事 を 説 明 す る 楽 し さ を 知 り ま し

た 。 ま た こ の よ う な 機 会 が あ っ た ら ぜ ひ 参 加 し た い と 思 い ま す 。                                
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「みえ高校生県議会」に参加して 

3 年  松林 里歩（西橋内中） 

3 年 福島 彩花（香海中） 

1 年 松林 由起（西橋内中） 

 

私 た ち 3 人 は 、 8 月 1 9 日 に 「 み え 高 校 生 県 議 会 」 と い う イ ベ ン ト に 参

加 し ま し た 。 そ の 内 容 と 感 想 に つ い て 述 べ た い と 思 い ま す 。  

 

 今 年 の み え 高 校 生 県 議 会 で は 、 三 重 県 の 高 校 1 6 校 か ら 、 総 勢 50 名

ほ ど の 高 校 生 が 集 ま り 、各 校 が 県

政 に つ い て 4 分 間 の 質 問 を 行 い ま

し た 。 8 月 の 本 番 に 向 け て 私 た ち

は 、 6 月 頃 か ら 質 問 内 容 や プ レ ゼ

ン 方 法 つ い て 話 し 合 い ま し た 。本

番 で は 、「 三 重 県 の 将 来 を 担 う 若

者 の 育 成 に つ い て 」と 題 し て 若 者

の 教 育 に つ い て 日 頃 感 じ る 疑 問

を 伝 え た り 、提 案 を 述 べ た り し ま

し た 。  

 

 私 は 、高 校 生 議 員 と し て だ け で

な く 、 議 長 と し て も 参 加 し ま し た 。 生 徒 会 長 を 務 め 、 様 々 な ボ ラ ン テ

ィ ア 活 動 に 参 加 す る 中 で 中 高 生 と ま ち づ く り の 考 え を 繋 げ た い と 感 じ

た こ と か ら 、 今 回 の プ レ ゼ ン を 提 案 し ま し た 。 議 長 と し て ス ム ー ズ に

議 論 を 進 め つ つ 、 自 分 の 思 っ て い る こ と を 議 員 の 皆 さ ん に 伝 え る こ と

が で き た の で 良 か っ た で す 。 （ 松 林 里 歩 ）  

 

 私 は 、 こ の 行 事 を 知 っ た と き 、 県 議 会 な ん て し ょ っ ち ゅ う 行 け る も

ん じ ゃ な い ！ 行 っ て み た い ！ と 思 い 、 参 加 し ま し た 。 三 重 県 じ ゅ う の

高 校 生 が 集 ま っ て き て 、 意 見 が 被 ら な い の か ？ と 思 い ま し た が 、 そ ん

な こ と は な く 、 各 校 が そ れ ぞ れ の 視 点 か ら 意 見 を 述 べ て い て 、 特 色 も

出 て い て 、 面 白 か っ た で す 。 ま た 、 県 議 会 議 員 の 方 々 は 私 た ち 高 校 生

が 考 え て ほ し い と 思 っ て い る こ と を 既 に 考 え て お ら れ 、 思 い は 同 じ な

ん だ と 思 い ま し た 。 私 は 将 来 、 三 重 県 の た め に な る こ と を し た い と 思

っ て い る の で 、 と て も 良 い 経 験 に な り ま し た 。 （ 福 島 彩 花 ）  

 

 今 回 は 初 め て 校 外 活 動 に 参 加 し た の で 、 と て も 緊 張 し ま し た 。 三 重

県 の 県 政 に つ い て 、 高 校 生 の 立 場 で 感 じ る こ と を 、 言 葉 で 表 現 す る の

は 大 変 難 し か っ た で す 。 普 段 の 高 校 生 活 で は 体 験 で き な い こ と が 、 こ

の イ ベ ン ト へ の 参 加 で 経 験 す る こ と が で き ま し た 。 （ 松 林 由 起 ）  

 

提 案 し た 内 容 や 、イ ベ ン ト の 概 要 は 、県 議 会 の H P で 閲 覧 す る こ と が で

き る の で 、 ぜ ひ 見 て く だ さ い 。  
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「吉田沙保里大賞を受賞 

   スポーツクライミング 田嶋さん」（津高校新聞より転載） 

3 年 田嶋 あいか （橋南中）  

 

スポーツの国際大会などで優秀な成績を収めているジュニア選手とその指導者を対象

とする「夢追人  吉田沙保里大賞」の受賞者が決定し、スポーツクライミングで活躍し

ている田嶋あいかさんが平成 26 年度に続き 2 度目の受賞を果たした。  

 

 田嶋さんは「県内では数人しか受賞していない賞なので、とても光栄に思う」と笑み

を見せた。  

 田嶋さんは、スポーツクライミングの中でもリードクライミングという競技の選手で

ある。リードクライミングとは、クライマーとビレイヤー（ロープを地面で支える人）

の 2 人 1 組で行われ、15m もの壁を登り、どこまで登ることができるのかを競うというも

ので、田嶋さんはクライマーの方だ。クライミングができる設備は三重県に少なく、 4

年 前 に 施 設 が で き る ま

で は 練 習 の た め に わ ざ

わ ざ 県 外 へ 通 っ て い た

という。  

田 嶋 さ ん は 卒 業 し て か

ら も ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ

ングを続けて、大会など

に も 参 加 す る つ も り だ

という。「大学でも勉強

と 両 立 で き る よ う に 頑

張りたい。大会の成績は

あ ま り 気 に し て い な い

けれど、クライミングそ

のものに関しては、ただ

ただ強くなりたい」と謙

虚に語った。  

 

今年度の主な成績  

・マムートカップ 2016 スポーツクライミング日本ユース選手権リード競技大会  

 女子ジュニア   準優勝  

・スポーツクライミング第 2 回日本ユース選手権ボルダリング競技大会  

 女子ジュニア      第 2 位  

・第 19 回スポーツクライミング競技 JOC ジュニアオリンピックカップ大会  

       女子ジュニア 1 位    総合 1 位  

・第 19 回 JOC ジュニアオリンピック大会  女子ジュニア    優勝  

・国民体育大会第 37 回東海ブロック大会  少年女子山岳競技   1 位  

・県内ジュニア選手を援助する平成 28 年度「チームみえスーパージュニア」の  

1 名に選出  

・吉田沙保里大賞  受賞  
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「津軽三味線にかける夢浮き橋」 

 2 年  駒田 早代 (朝陽中)  

 

私 は 7 歳 の 頃 か ら 津 軽 三 味 線 を 習 い 始 め 、今 は 地 域 の イ ベ ン ト や 高 齢 者 施 設

へ の 慰 問 活 動 な ど 、三 重 県 を 中 心 に 演 奏 活 動 を し て い ま す 。そ し て 今 、ち ょ う

ど 1 0 年 の 節 目 を む か え て い ま す 。私 は こ の 津 軽 三 味 線 を 通 し て た く さ ん の 方 々

と 出 会 い 、 様 々 な 刺 激 を も ら っ て い ま す 。  

去 年 1 0 月 、 毎 年 行 わ れ る 津 高 校 芸 術 鑑 賞 会 で 、 今 年 は 『 日 本 の 伝 統 芸 能 を

観 る 』と い う こ と で 、私 の 師 匠 や 、こ の 道 の プ ロ の 方 々 と 同 じ 舞 台 に 立 て る 機

会 を 頂 き ま し た 。最 初 お 話 を 頂 い た と き は 夢 の よ う で し た が 、私 と 同 い 年 の み

ん な に 津 軽 三 味 線 や 民 謡 、尺 八 、太 鼓 、手 踊 り な ど 、日 本 の 伝 統 楽 器 の 面 白 さ 、

か っ こ 良 さ を 知 っ て も ら い た い と 思 い ま し た 。今 回 、プ ロ の 方 々 と 舞 台 を 創 っ

て い く と い う 事 で 、 私 自 身 と て も 勉 強 に な り ま し た 。  

 ま た 私 は 10 歳 の 頃 か ら 民 謡 も 習 っ て お り 、11 月 に 行 わ れ た 第 31 回 全 国 尾 鷲

節 コ ン ク ー ル に お い て 、準 優 勝 を さ せ て 頂 き ま し た 。こ の 大 会 に は 去 年 も 合 わ

せ て 4 年 連 続 で 出 場 し て い ま す 。尾 鷲

節 は 三 重 県 の 民 謡 で 、演 奏 活 動 を し て

い る と 、地 元 の 方 に 尾 鷲 節 が 聞 き た い

と リ ク エ ス ト さ れ る こ と が 多 か っ た

た め 、唄 い 始 め ま し た 。三 重 県 民 と し

て 、こ の 尾 鷲 節 コ ン ク ー ル で 優 勝 を し

て 、い つ も 応 援 し て 下 さ る 方 々 に 恩 返

し し た い で す 。  

 今 回 こ の 生 き 生 き 津 高 の 原 稿 を 書

く に あ た り 、演 奏 を 聞 い て も ら っ た 人

に 夢 を か け た い 、分 か ち 合 い た い 、も

っ て も ら い た い 、と い う 思 い を 込 め て

『 津 軽 三 味 線 に か け る 夢 浮 き 橋 』を タ

イ ト ル に つ け ま し た 。  

来 年 は 受 験 を 控 え 、ま す ま す 両 立 が 厳

し く な っ て く る と 思 い ま す が 、新 し い

こ と に も 積 極 的 に 挑 戦 し 、目 標 に 向 か

っ て 突 き 進 ん で い き た い と 思 い ま す 。  
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「ジュニア・オリンピックに出場して」 

2 年  伊藤 悠貴(三雲中)  

 

私 は 今 年 の 1 月 6 日 ～ 9 日 に 東 京 の 駒 沢 オ リ ン ピ ッ ク 公 園 体 育 館 で 行 わ れ た 、

第 24 回 JOC ジ ュ ニ ア ・ オ リ ン ピ ッ ク ・ カ ッ プ  フ ェ ン シ ン グ 大 会 の エ ペ と い

う 種 目 に 出 場 し ま し た 。今 回 は 昨 年 に 引 き 続 き 2 回 目 の 出 場 で し た 。昨 年 は カ

デ と 呼 ば れ る 1 4～ 16 歳 の 年 齢 区 分 で し た が 、 今 回 は ジ ュ ニ ア と 呼 ば れ る 1 7～

1 9 歳 の 年 齢 区 分 に 出 場 し ま し た 。予 選 は 6 人 プ ー ル で の 総 当 た り 戦 で 、昨 年 は

緊 張 し て 普 段 の 動 き が で き な か っ た と い う 反 省 を 生 か し て 、今 回 は リ ラ ッ ク ス

し て 動 く こ と が で き 、 3 勝 2 敗 で 予 選 を 通 過 す る こ と が で き ま し た 。 そ し て ト

ー ナ メ ン ト の 1 回 戦 、 自 分 よ り 年 上 の 相 手 で し た が 7－ 5 で 勝 つ こ と が で き ま

し た 。 続 く 2 回 戦 で は 、 自 分 の 技 が 全 く 通 用 せ ず 、 4－ 1 0 で 敗 退 し ま し た 。 全

力 を 尽 く し た の に 勝 つ こ と が で き ず 、自 分 の 実 力 は ま だ ま だ だ っ た と 痛 感 し ま

し た 。  

今 年 の 夏 に は 高 校 生 と し て 迎 え る 最 後 の イ ン タ ー ハ イ が あ り ま す 。大 会 や 練

習 の 送 迎 を し て く れ 、精 神 面 で も 支 え て く れ る 両 親 や 、指 導 を し て い た だ く コ

ー チ 、「 頑 張 れ よ 。 」 と 応 援 し て く れ る 友 人 や 先 生 に 対 し て 、結 果 と い う 形 で

恩 返 し が で き る よ う に 、 全 力 で 頑 張 り た い と 思 い ま す 。  

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予選プールにて ポイントを奪いガッツポーズ  
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「短歌作りはおもしろい」 

2 年  吉田 楓(南が丘中)  

2016 年度「新聞週間標語」代表標語に選出（全国 1 位） 

  「新聞を開くその手でひらく未来」 

第 44 回佐々木信綱顕彰歌会  鈴鹿市教育長賞  

  「探してた本当の自分書き出して軽くたたんでポッケに仕舞う」 

 

 

僕 の 作 っ た 標 語 が 新 聞 標 語 の 代 表 標 語 に 選 ば れ た と き は 信 じ ら れ な い ほ ど

嬉 し か っ た こ と を 覚 え て い ま す 。賞 品 に 胸 が 弾 ん だ の は も ち ろ ん で す が 、何 よ

り 自 分 の 作 っ た 作 品 が 全 国 の 人 に 見 て も ら え る こ と が 一 番 嬉 し か っ た で す 。新

聞 標 語 を 作 る と き は 、高 校 生 の 立 場 だ か ら こ そ 作 れ る も の を 作 ろ う と 思 い ま し

た 。自 分 の 中 で は か な り 手 応 え は あ っ た も の の 、ま さ か 代 表 標 語 に 選 ば れ る と

は 思 い ま せ ん で し た 。  

1 年 生 の 時 に 公 募 に 応 募 し 始 め て 以 来 、 公 募 へ の 応 募 が 趣 味 の 1 つ に 加 わ り

ま し た 。そ の 中 で も 短 歌 作 り が 一 番 面 白 い で す 。自 分 が 知 っ て い る 言 葉 を ひ と

つ ひ と つ 当 て は め て い っ て 、そ れ が ぴ っ た り と 文 章 の 中 に 収 ま っ た 時 が 一 番 気

持 ち い い で す 。 こ れ が 短 歌 を 作 る 醍 醐 味 だ な と 感 じ て い ま す 。  

ま た 、短 歌 な ど を 作 っ て い る う ち に 日 常 生 活 の 中 で 様 々 な 言 葉 に 接 し て い る

こ と に 気 付 き ま し た 。 普 段 テ レ ビ を 見 て い る 時 に 聞 き 流 し て い る 何 気 な い CM

の キ ャ ッ チ コ ピ ー が ふ と 頭 に 浮 か ん だ 時 、言 葉 が 人 に 与 え る 印 象 は 凄 い な と 実

感 し ま す 。  

さ ら に 、新 聞 標 語 に 選 ば れ て 以 来 新 聞 を 開 く 頻 度 が 増 え ま し た 。そ れ ま で ニ

ュ ー ス は テ レ ビ や イ ン タ ー ネ ッ ト で 見 て い ま し た が 、そ れ ら と は ま た 違 っ た 新

聞 の 良 さ に も 気 付 き ま し た 。 僕 も 来 年 1 8 歳 に な り 選 挙 権 を 持 つ の で 、 そ れ ま

で し っ か り と 勉 強 し て 責 任 を 持 っ て 一 票 を 投 じ た い と 思 っ て い ま す 。  

皆 さ ん も 興 味 が あ っ た ら 是 非 短 歌 作 り に チ ャ レ ン ジ し て み て 下 さ い 。僕 は 短

歌 を 作 る こ と は 楽 し い の は も ち ろ ん の こ と 、様 々 な こ と に 興 味 を 持 つ 良 い き っ

か け に も な っ た と 思 い ま す 。こ れ か ら 先 も 続 け て 一 生 涯 の 趣 味 に し た い と 思 い

ま す 。  
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「全日本珠算技能競技大会に出場して」 

 

2 年  杵川日向雅(三重大学附属中)  

 

全国珠算学校連盟主催 全日本珠算技能競技大会 個人総合競技 優勝 

 日本珠算連盟主催 二十一代珠算名人位 決定戦 ベスト 8 

 

僕 は 今 年 の 7 月 3 0 日 に 東 京 で 行 わ れ た 、 全 日 本 珠 算 技 能 競 技 大 会 に 出 場 し

て き ま し た 。珠 算 大 会 で は 主 に 、大 き な 桁 の か け 算 、割 り 算 、足 し 引 き 算 の 速

さ と 正 確 さ を 競 い ま す 。ま た 、僕 は こ の 大 会 に 小 学 生 の 時 か ら 出 場 を 続 け て お

り 、中 学 生 以 上 の 部 で は 連 覇 を 達 成 し た 経 験 も あ り ま す 。こ の 大 会 で は 、ま ず

は 選 手 全 員 が 9 00 点 満 点 の 予 選 を 行 う と こ ろ か ら 始 ま り ま す 。か け ざ ん は 4 桁

× 3 桁 か ら 6 桁 × 6 桁 ま で 、 わ り ざ ん は 7 桁 ÷3 桁 か ら 12 桁 ÷ 6 桁 ま で と い う 、

大 き な 桁 の 問 題 が 出 題 さ れ ま す 。し か し 、決 勝 戦 に 進 む た め に は 1 問 も 誤 答 は

許 さ れ ず 、 90 0 点 満 点 を 取 得 す る こ と が 最 低 条 件 。 決 勝 で は こ れ ら の 計 算 を い

か に 暗 算 で 素 早 く 解 け る か が 勝 負 の カ ギ に な り ま す 。 今 年 の 満 点 取 得 者 は 計 5

人 で し た 。そ の 中 で 決 勝 戦 を 行 っ た 結 果 、日 本 一 を 勝 ち 取 る こ と が で き ま し た 。

こ の 他 に も 、ま だ ま だ 多 く の 珠 算 大 会 が 年 に 開 催 さ れ て い ま す 。そ れ ら 一 つ 一

つ の 大 会 で 少 し で も 上 位 に 入 っ て い け る よ う に 、ま だ ま だ 上 を 目 指 し て 頑 張 り

ま す 。  
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「健康に関する作文」コンテスト 
 

11 月に行われた第 42 回「健康に関する作文」コンテスト（三重県学校保健会主

催）において、下記のみなさんが受賞しました。  

最優秀賞 1 年 矢原  渚彩さん（霊峰中）  

優秀賞  2 年 西小野  光咲さん（三重大学附属中）  

佳作   2 年 二峰  慶太さん（名張中）  

佳作   1 年 田邉  拓巳さん（一志中）  

 

                                

「食べることの重要性」 

最優秀賞      1 年  矢原 渚彩(霊峰中)  

 

普 段 は 私 た ち が 何 気 な く 行 っ て い る 食 事 。私 は こ の 作 文 を 書 く に 至 っ て「 食

事 と 健 康 」に つ い て 考 え る こ と に し た 。そ こ で 、厚 生 労 働 省 が 行 っ て い る「 国

民 健 康 ・ 栄 養 調 査 」の 調 査 結 果 か ら 、特 に 気 に な っ た 三 つ の 項 目 を 選 り す ぐ っ

た の で 紹 介 し た い と 思 う 。  

一 つ 目 は 、 「 脂 質 の 摂 取 量 」 で あ る 。 2 0 14 年 (平 成 2 6 年 )時 の 調 査 結 果 に よ

る と 、 1 95 5 年 (昭 和 3 0 年 )時 で は 約 17 5 キ ロ カ ロ リ ー で あ る の に 対 し て 、 20 1 2

年 (平 成 24 年 )時 は 約 49 0 キ ロ カ ロ リ ー と 倍 以 上 に 増 加 し て い る 。 し か し 、 脂

質 の 量 は 増 え て い る に も 関 わ ら ず 一 人 一 日 あ た り の エ ネ ル ギ ー 摂 取 量 は 減 少

傾 向 に あ る 。ま た 、脂 質 の 中 で も 特 に 動 物 性 脂 質 ― 牛 や 豚 な ど 動 物 の 体 内 に 主

に 含 ま れ て い る 脂 質 ― の 割 合 も 増 加 傾 向 に あ る 。 1 9 55 年 時 は 約 6． 5 グ ラ ム で

あ っ た の に 、2 0 12 年 時 は 約 2 8．0 グ ラ ム と な ん と 4 倍 以 上 も 増 加 し て い る の で

あ る 。こ れ ら の 原 因 は い わ ゆ る「 食 生 活 の 欧 米 化 」に よ る も の だ 。 1 9 55 年 の 食

生 活 は と い う と 、戦 後 ま だ 間 も な い と い う こ と も あ り 白 米 や 魚 や 野 菜 、味 噌 汁

と い っ た 古 き 良 き 日 本 の 和 食 が 最 も 一 般 的 だ っ た 。し か し 、経 済 成 長 や 産 業 発

展 に 伴 っ て 外 国 と の 流 通 が 盛 ん と な り 、日 本 の 食 生 活 は 一 変 し た 。油 成 分 が 多

い 比 較 的 安 価 な 外 国 産 の 肉 は 、あ っ と い う 間 に 一 般 家 庭 に も 広 ま っ た 。こ れ ら

が 、 脂 質 の 摂 取 量 増 加 の 最 も 大 き な 原 因 だ と 考 え ら れ る 。   

二 つ 目 は 「 朝 食 欠 食 率 の 増 加 」 で あ る 。 20 14 年 (平 成 26 年 )時 の 調 査 結 果 に

よ る と 19 8 5 年 (昭 和 6 0 年 )時 で は 、 男 性 は 8． 7 パ ー セ ン ト の 人 が 、 女 性 は 5．

9 パ ー セ ン ト の 人 が 朝 食 を 抜 い て い た 。 し か し 2 0 12 年 (平 成 26 年 )時 は 、 男 性

は 1 2． 8 パ ー セ ン ト 、女 性 は 9． 0 パ ー セ ン ト と 両 性 と も 増 加 し て い る 。ま た 、
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お な じ く 厚 生 労 働 省 が 行 っ た「 朝 食 を 食 べ な い 理 由 」と し て“ 時 間 が な い ”“ 食

欲 が わ か な い ”“ 朝 食 を 食 べ る よ り 寝 て い た い ”と 答 え た 人 が 、他 の 項 目 よ り

も 圧 倒 的 に 票 が 多 か っ た 。こ の こ と の 背 景 に は 、夜 型 活 性 化 に よ る 夜 更 か し や

夜 食 の 影 響 が 考 え ら れ る 。朝 食 の 重 要 性 は 重 視 さ れ つ つ あ る 。科 学 的 な 面 か ら

み る と 、私 た ち の『 脳 』は ブ ド ウ 糖 ― グ ル コ ー ス ― の み を エ ネ ル ギ ー と し て い

る 。私 た ち が 睡 眠 し て い る 間 も 脳 は 常 に 働 い て お り 、夕 食 の 分 の ブ ド ウ 糖 は こ

の 時 に 使 わ れ る 。よ っ て 起 床 時 は 脳 内 に ほ と ん ど 栄 養 が 残 っ て い な い 。そ れ を

補 う た め に 朝 食 は 重 要 な の で あ る 。 朝 食 を 摂 る こ と で 血 糖 値 (血 液 中 の ブ ド ウ

糖 濃 度 )が 上 昇 し 、 脳 に エ ネ ル ギ ー が 供 給 さ れ る 。 逆 に 朝 食 を 抜 く と 低 血 糖 状

態 と な っ て 脳 の 働 き が 低 下 し 、思 考 力 や 集 中 力 が な く な っ た り 、精 神 的 に 不 安

定 に な っ た り と デ メ リ ッ ト ば か り で あ る 。文 部 科 学 省 が 2 00 9 年 (平 成 2 1 年 )に

行 っ た「 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 」に よ る と 数 学 Ａ の 正 答 率 は 朝 食 を「 食 べ て

い る 」 人 は 65． 8 パ ー セ ン ト で 、「 食 べ て い な い 」 人 は 4 6． 8 パ ー セ ン ト と い

う 結 果 と な っ た 。ま た 、朝 食 を 抜 く と 逆 に 太 っ て し ま う 可 能 性 が あ る 。前 日 の

夕 食 か ら 昼 食 ま で 1 6～ 17 時 間 も の 間 栄 養 が 入 ら な く な る と 、 体 の エ ネ ル ギ ー

が 枯 渇 し 飢 餓 状 態 で あ る と 判 断 し 、次 の 食 事 の エ ネ ル ギ ー を 脂 肪 と し て 蓄 え よ

う と す る か ら だ 。 朝 食 は 、 体 温 を 上 昇 さ せ て 脳 に も 血 液 を 行 き 渡 ら せ る な ど 、

体 を 目 覚 め さ せ る 大 切 な 役 目 も あ る 。一 食 で も 欠 食 さ せ て し ま う と 、二 食 で 栄

養 を 満 た さ な け れ ば な ら な く な り 、た と え ス ナ ッ ク 菓 子 な ど で 空 腹 を 満 た す こ

と は で き て も 、 結 果 的 に は 栄 養 の 偏 り や 不 足 が 出 る こ と に な っ て し ま う 。  

こ の よ う に 、否 定 的 な 面 も あ る 中 で 次 の よ う な 項 目 も あ る 。内 閣 府 が 行 っ た

「 食 育 に 対 す る 意 識 調 査 」の「 夕 食 を 家 族 と 一 緒 に 食 べ る 回 数 」で は 2 01 0 年 (平

成 2 2 年 )以 前 は“ ほ と ん ど 毎 日 ”と 答 え た 人 が 五 割 程 度 だ っ た の に 対 し て 、2 01 1

年 (平 成 2 3 年 )の 時 は 七 割 程 に も 飛 躍 し た 。 こ れ は 東 日 本 大 震 災 を 経 て 、 食 事

に 対 す る 意 識 が 変 化 し た と も 考 え ら れ 、そ の 後 も 以 前 に 比 べ る と 高 い 水 準 で あ

る 。  

以 上 三 項 目 か ら わ か る よ う に 、食 事 ― 特 に 朝 食 は 私 た ち の 生 活 に 欠 か せ な い

も の で あ る 。だ か ら こ そ 、健 康 に は 特 に 気 を 配 る 必 要 が あ り 、バ ラ ン ス よ く 栄

養 を 摂 取 す る べ き で あ る 。ダ イ エ ッ ト も 時 に は 必 要 と な る が 、決 し て や り す ぎ

は 良 く な い 。ま た 、朝 食 の 欠 食 を し な い よ う に す る 工 夫 の 一 例 と し て 少 し 早 起

き を す る こ と や 冷 た い ジ ュ ー ス 等 を 飲 ん で 胃 を 刺 激 し て 、少 し で も 早 く 活 動 を

開 始 さ せ る こ と が あ る 。 そ の ほ か に 単 品 で も 栄 養 価 の 充 実 し た 食 品 ― ゆ で 卵 ・

チ ー ズ 等 を 食 べ る と い う 方 法 も あ る 。健 康 的 な 食 生 活 に は 栄 養 の 摂 取 だ け で は

な く 食 材 の 選 択 、調 理 方 法 な ど 様 々 な 要 因 が か か わ っ て く る 。そ の た め 、「 食 」

と い う 幅 広 い 観 点 か ら 食 生 活 を 見 直 し て み る こ と も 必 要 で あ る 。  

 

 

 

 

第 62 回青少年読書感想文全国コンクール 
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三重県審査 自由部門 最優秀賞 

「良い子」の定義 

（対象図書：三島由紀夫著『不道徳教育講座』ＫＡＤＯＫＡＷＡ） 

１年 加藤 更紗 （三重大学附属中） 

 

「良い子」って、都合の良い言葉だ。私は幼い頃から、この言葉を聞いて育ってきた。

親から「良い子、良い子」と頭をなでられ、それを聞いて満足していた。だから私は、親

が求める「良い子」になろうと必死だった。良い子になれば認めてくれる、褒めてもらえ

る。ただそれだけを信じて。「良い子」にも色々種類がある。「心が優しい良い子」「気がき

く良い子」「都合の良い子」「外ヅラの良い子」…。私は後の二つのような「良い子」を選

んでいた。親や周囲の大人達の都合の良いように、外ヅラばかり気にして、「良い子」を演

じていた。親の頼み事はなんでも聞いた。いつも笑顔で、愛想良く接した。最初は私の態

度を親も褒めてくれた。「ありがとう」と言って、頭をなでてくれた。ただ、人というもの

は慣れる生き物で。この前まで「ありがとう」と言われていたことが、すぐに「当たり前」

になる。だんだんと、私は親に褒められることが少なくなっていた。それに焦りを感じて

いた私は、それまで以上に親に気を遣った。だが、そこから私が底辺に堕ちるのは早かっ

た。焦りのせいなのか、やることなすこと全てが裏目に出た。親の機嫌を良くするどころ

か、かえって悪くしていた。ついに私が親から褒められることはほとんどなくなっていた。

逆に叱られることのほうが、多くなっていた。  

私が「良い子」を求めて得たものは、「出来損ない」「役立たず」「悪い子」というレッテ

ルだった。私が「良い子」であった意味は結局なんだったのだろう。ただ他人のご機嫌を

とるためにへりくだっていた姿が、本当に「良い子」だったのだろうか。「悪い子」のレッ

テルが貼られてから、私の頭にはこんな思いがぐるぐると巡っていた。そんな時、この本

に出会った。本のタイトルは『不道徳教育講座』。タイトルからしてすごい本だが、肝心の

内容はもっとすごかった。まず、目次をみると、「教師を内心バカにすべし」とか、「友人

を裏切るべし」とか、今まで私が死んでもしないようにしようとしていたことを、どんど

ん勧めてきた。それでも私が嫌な気分にならなかったのは、心の片隅にそのようなことを

したいという願望があったからかもしれない。内容を読み進めていくと、全ての話が酷か

った。全てを自分中心で考え、「自分が良ければ全て良し」と言いたげなまとめ方だった。

しかし、ここまで読んで、私はあることに気がついた。「自分が良ければ全て良し」ならば、

人に尽くす「良い子」とは、何なのだろう。更に読み進めると、こんな言葉があった。「人

は誰でも、内心自分が一等正しいと信じているのですから」。ここで、私はある一つの真実

に気がついた。「良い子」とは、自分が信じている人物像であり、人の言うことを何でも聞

く人や人の顔色を見る人ではない。私が幼い頃求めていたものは「良い子」などではなく、

単なるあやつり人形に過ぎなかったのだ。  

このことに気付いてから、私はあやつり人形であることをやめた。他人の意見などでは

なく、自分の意見を信じて行動した。それが、私にとっての「良い子」の人物像だったか

ら。だから、必要だと思ったら友達に嘘をついたり約束を破ったりしたし、自分が従いた
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くないと思えば親に反発した。最初は嫌われやしないかとビクビクしていたが、案外そん

なことはなかった。むしろ、前よりも好かれていたような気がする。  

私は、私なりの「良い子」というものをやっと手にすることができた気になった。周囲

の人々にとってではなく、まぎれもない私だけのもの。周囲の人々の都合や機嫌よりも大

切に思えるものを見つけた。友達を心の底から大切にする喜びがよく分かった。だから、

私は自分を信じる「良い子」になろうと決心したのだ。少し前に聞いた言葉を思い出す。

誰が言っていたのかは覚えていないが、「百人に『あなたは間違っている。』と言われても、

その人達が全員間違ってるかもしれないじゃないですか。」という言葉だ。たとえ他人に何

を言われても、自分が信じることを突き進めていけば良い。そんなことを表している言葉。

私が「良い子」であるための背中を押してくれた。私の「良い子」が気に食わないと思う

人もいるかもしれない。だけど、そんなことは気にしない。私は自分のことを「良い子」

だと信じているのだから。私にとっての「良い子」が、誰かにとっての良い子でもあった

なら拍手喝采、万々歳。そうでなくても、私がずっと信じていられるのなら、それで良い。

これから先、私のことをとことん否定してくる人に出会うかもしれない。嫌ってくる人も

いるかもしれない。そんな人たちにも、その人なりの「良い子」はあるのだ。だから私は

気にしない。誰が何と言おうと、私が「良い子」であることに、間違いなんてないのだか

ら。 

 

 三重県審査 優秀賞 

「幸福な死」について  

（対象図書：重松清著『卒業』新潮社）  

1 年 高橋 くるみ （三重大学附属中） 

 

 もうすぐ死ぬと「わかっていた死」を経験したことはあるだろうか。主人公の父は、余

命を宣告され、自宅で最期を迎えるという形を選んだ。主人公は、残りの人生で何かして

あげたいことを探すが、なかなか見つからない。ガンに冒され、死を直前に控えた父は元

高校教師。厳しさをモットーとしすぎた為に、教え子は誰もお見舞いに来ない。教師とし

て職務を全うし、その仕事に誇りを持っている父が最期に教えられることは、命の大切さ

だった。  

 私が経験したことのある身近な「死」は、近所のおばあさんの死だった。そのおばあさ

んとは、私が小さい頃よく遊んでもらったり、夫であるおじいさんの仏壇に手を合わさせ

ていただいたり、とにかくたくさんお世話になった。しかし、私が小学校へ入学すると同

時に、おばあさんと会う機会が激減し、疎遠になってしまった。中学校二年生になった秋

の初め、おばあさんが亡くなったと母から聞いた。その「突然の死」に私は驚くことしか

できなかった。辛さや悲しみは、お通夜に参加して初めて感じた。全て終わってから、私

は後悔した。ありがとうの一言も言えず、亡くなる前にお見舞いにも行けず、おばあさん

が亡くなったとき私は何をしていただろう、と自分を自分で責めた。「死ぬこと」がわかっ

ていれば…とどれほど思っただろうか。  
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 「わかっていた死」は、誰もが経験する「死」の中でも幸せな「死」だと思う。やり残

したことは清算できるし、残りの余生を楽しむことができる。人生において避けられない

「死」を、どのように迎えさせてあげられるかを考え、実行することができる。今回のこ

の物語がそうだ。主人公は父の病状を自分の生徒たちに見せてやる。確かに教育者として

は間違っているかもしれないという気持ちを持ちながらも、最期まで父は立派な教師だっ

たと、父の人生を正当化する。最期の親孝行と言ったら良いのだろうか。誰からも感謝さ

れず、生徒から慕われることもなく、卒業後にあの時はありがとうございましたと述べる

者も現れずに、今最期を迎えようとしている父は、教師として最高だったと最後まで言い

たかったのだろうと思う。  

 人間誰しも人に好かれたい。嫌われようと思って生きている人なんていない。だから誰

かに何かを気付かせたいとき、伝えたいときに、わざと嫌われ役を買って出ることはすご

いと思う。私は高校の男子バスケットボール部のマネージャーをしているのだが、あまり

部員に注意できない。注意すると嫌われてしまうのではないかと不安が頭をよぎるからだ。

しかし、それだと部員のためにならないとも思っている。この物語の中で父が言っている、  

「ガキのうちはいいんだ、どんなに恨まれても。あいつらがおとなになってからお父さん

の教えたことをわかってくれれば、それでいいんだよ。」  

という言葉に、胸を打たれた。優しく、丁寧に言葉で説明するよりも、冷たい態度や厳し

い言動で相手に衝撃を与えて考えさせ、正解へと導く。こういうことは本当に勇気も覚悟

も必要だし、その人のことを想っていないとできないことだと思う。揺るぎなく、ただ相

手を信じ、全うする。そして、その見返りは初めから求めるものではない。これは、主人

公の父の考え方である。私もその勇気や覚悟を身につけ、嫌われ役にも回れるようになり

たいと思った。  

 「死」ということは、考えれば考えるほど難しいものだ。「死ぬとはどういうことか」に

ついて、みんなが納得する答えというのはないと思う。なぜなら「死」そのものが客観だ

としても、人が「死」を考えたその瞬間から、その「死」が主観になるからだ。つまり、

人の数だけ「死」があるといえる。私達が生きていく上で避けることのできない「死」。答

えが出なくても、納得できなくても、考えてみるのは重要なことだ。「死」は、たくさんの

あたり前に感謝できる。私は好きなものは後回しにするタイプだ。しかし、それは未来が

あるから後回しにできるだけだ。「死」というものを身近に感じると、「後でできなくなる

かもしれない」と心配になり、後回しにできなくなると思う。「死」を意識しすぎると、臆

病になってしまうのかもしれない。  

 「生」と「死」は白か黒かの選択ではないと思う。死は生の中に、生は死の中にお互い

生まれ含まれあっている。けがれた黒を含むことで白が際立って輝く。自然の中に、すで

に不自然が含まれているのだ。間違いも含んでいるからこそ、正しいことを大事にしたく

なるのだ。  

「『死』とどう向き合っていくのか」  

それは、人生の永遠のテーマだと思う。私は、「死」を恐れて臆病に暮らしていくのは嫌だ。

だから「死」については一定の距離感を保ちたいし、上手に付き合っていきたい。  
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第 28 回読書感想画三重県コンクール  

自由読書の部  最優秀賞 「図書室」  1 年 脇本三沙希（東観中）  

対象図書：宮部みゆき「英雄の書」  

 

 

「この本は、『英雄』にとりつかれたクラス

メイトを殺してしまい、そのままどこかへ

消えてしまった兄を探す少女の冒険物語で

す。  

主人公は本と共に冒険していくのですが、

このシーンは、彼女の手元にあった 1 冊の

本・アジュが冒険の助けとなる仲間の本の

元へ彼女を導くシーンです。不思議な雰囲

気を出すために全体を歪ませたり、本をぎ

っしり描いていくことが大変でした。天井

の星空をイメージしたオーナメントが気に

入っています。」  

 

 

 

 

 

 

指定読書の部  優良賞  「始まりはそこから」  

 2 年 國分由莉奈（三重大学附属中）  

 
対象図書：根岸豊明  

「誰も知らない東京スカイツリー」  

 

 
「『ある会議』からすべてが始まりました。

大変なことも失敗も中にはあります。しか

し、私たちのシンボルとなって生活に溶け

込んだツリーを想像上だけでなく現実にし

たその部屋は、どこかおとぎ話のようで心

が躍りました。どんなことでも考えている

だけじゃ何も起こらない。奇跡も手にでき

ない。ツリーにかくれているたくさんの大

人たちの汗、それをおとぎ話から感じとっ

たままに手を動かし、表現してみました。」 
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「高校生ビブリオバトル」 
  12 月 11 日（日）、「高校生ビブリオバトル三重決戦 2016」が皇學館大学で行われ、地

区大会で選ばれた 1 年 下地なつめさん（和内中）と 1 年 小野隆一くん（橋北中）の 2

人が参加しました。審査の結果、下地なつめさんが「優秀賞」を受賞しました。  

 

ビブリオバトルとは、本の紹介コミュニケーションゲームです。「人を通して本を知る．

本を通して人を知る」をキャッチコピーに、各地で開催され、高校生の全国大会も行われ

ています。  

発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まり、.順番に一人 5 分間で本を紹介し

ます。.それぞれの発表の後に参加者全員でその発表に関するディスカッションを 2～3 分

行い、.全ての発表が終了した後に「どの本が一番読みたくなったか？」を基準とした投票

を参加者全員で行い，最多票を集めたものを『チャンプ本』となります。  

 

優秀賞 

『霊長類ヒト科動物図鑑』      (向田邦子著  文藝春秋 ) 

    ＜口頭での発表を文章に起こしたものです。＞  

1 年 下地 なつめ （輪内中）   

私が今日みなさんに紹介するのは、『霊長類ヒト科動物図鑑』です。さっき「すごいですね。

図鑑でエントリーするんですか。」と聞かれたんですけど、がっつりエッセイです。題名だけ

です。ごめんなさい。私は、この向田邦子という人が好きなんですけど、この人と出会ったの

が、中学校の時の教科書で、『字のない葉書』って知っている人いらっしゃるでしょうか。そ

れにすごく惚れ込んで、のめり込んでしまって、家族で行った鹿児島の旅行でも、「向田邦子

文学館に行きたい。」と言って、嫌がる妹たちを説き伏せて行かせてもらって、近くにある図

書館でも、『向田邦子朗読全集』というのがあるんですけど、それを制覇しようと心に決めて、

片っ端から借りて、もうすぐで達成できそうです。暇人ですね。          

そこまで私がこの人を好きな理由の一つが、すごく描写が鋭いというところなんですよ。例

えば、  

「表で肉親と出会ってしまうことがある。こういうとき、

どういうわけか、大変に慌てへどもどして居心地の悪いこと

になってしまう。手を挙げることはめったにない。大抵は気

付いたことを相手に悟られないよう、なるべく知らん顔をす

る。擦れ違う直前になって、今気が付いた、というふうに、

少し不愛想な声を掛ける。」  

 ありませんか、こういうこと。あっ、頷いてくださる。あ

りがとうございます。それで、ありそうだ、書けそうだと思

うんですけど、案外書けないんですよ。自分が書こうとする

と。ある、でも書けないという文を書くのが、この人のいい

ところなんですね。魅力的なところなんです。この本の中で

「泣き虫」という章が出てくるんです。後に紹介させていた

だく、向田邦子さんの名物お父さんが亡くなるシーンなんで
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すけど、向田さんの悲しみ方が、すごく身に染みるんですよ。この人流に言うと、「かえしの

ある釣り針が身に刺さる感じがする」と。私は向田さんのエッセイをいっぱい読んでいるんで

すが、その中でこの本をわざわざ選んだのは、そこが理由なんです。ここで長々と説明はいた

しませんので、みなさんで確かめてください。「こんな書き方をするんだなぁ。」と楽しんでく

ださい。  

もう一つの理由が、この人が自分の失敗を生き生きと面白く書いているところなんですね。

向田さんって小説家としても有名で、直木賞も受賞しているんですよ。当時、ドラマ脚本家と

しても有名で、しかもモダンな美人なんです。羨ましいかぎりでしょう？でも、この人はそん

なこと全然鼻にかけずに、自分の失敗を生き生きと書いているんです。私、すごくそこが好き

なんです。すごく好きなんです。すごく、すごく好きなんです。何故かというと、私がとても

おっちょこちょいだからです。この前のビブリオバトルの予選でも、当日になって会場の場所

が分からないということに気がついて、ミニミニに駆け込んだり、途中まで行っていた友達に

「お願いだから帰ってきて。」と言って泣きついたり。やっと会場に着いたと思ったら、みな

さん制服なんですよ。私の高校は私服なんですけど、私一人だけ真っ赤なユニオンジャックの

服を着ていて、黒い制服の中でとても目立つわけなんです。すごく恥ずかしかったです。毎日

がこんな感じなんですけど、でも向田さんの失敗談を読んで「あっ、私も頑張ろう。こんな私

でも頑張ろう。」と思えるんです。向田さんの  

 「思い出はあまりに完璧なものより、多少間が抜けた人間臭い方がなつかしい。」  

という台詞に私はすごく救われるわけなんです。まぁ、おっちょこちょいの度合いは大分多

いわけなんですけれども。みなさんも人間だから、失敗することがあるじゃないですか。そう

いうちょっと落ち込んだ時に読んで、くすっと笑って現実に戻っていただくといいかなぁと思

います。短い話ですから、そんなにだらだらお時間も取らせませんので。  

そして最後の理由で、これが最大の理由なんですけど、お父さんが面白いんですよ。すごく、

すごく最低なんです。明治時代のお父さんで、とても亭主関白で、奥さん  子どもに手は上げ

る。自分が悪いと思っても絶対に謝らない、すぐ怒鳴る。今なら DV で訴えられてもいいよう

なお父さん。私、この時ばかりは「あぁ、自分のお父さんが自分のお父さんでよかったなぁ。」

と思いました。でも、このお父さんも向田邦子さんが書く

と、すごく温かくていいお父さんになるんですよ。宴会で、

トロとかヒラメとかを子どもたちに持って帰ってくれるよ

うな、そんないいお父さんなんです。そういうところもあ

るんです。結局、夏場だから食べさせない方がいいと言っ

て、逆ギレして庭にぶちまけて、朝まで見せしめのために

置いておくんですけど、刺身を。そんな魅力的な人がいっ

ぱい出てきます。是非、読んでみてくださいね。  
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